
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案

対
照
表

O
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
)

修

案:

正

目
次第
…
記
事
・
第
二

(
絡
)

第

主主

派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
措
置

第
一
節

i
第
一
一
一
節

(
略
)

せ
弟
関
節
叩

労
働
基
準
法
等
の
適
用
に
関
す
る
特
例
等
(
第
邸
十
四
条
矧

凶
十
-uu
K

の
二
の
三
)

第
四
点
目
午
・
第
五
十
章

(
路
)

f

j

 

昨
附
何
回

(
派
遣
元
事
業
主
の
間
関
係
派
遣
先
に
対
す
る
労
働
者
派
遣
の
斜
線
)

第
二
十
三
条
の
こ

派
遣
元
事
業
主
は
、
当
該
派
遣
一
万
事
業
主
の
経
営
を
実
質

的
に
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
関
係
に
あ
る
者
そ
の
他
の
当
該
派
遣
一
冗

事
業
主
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
(
以

下
こ
の
条
に
お
い
て

「
関
係
派
遣
先
一

と
い
v

フ
。
)

に
労
働
者
派
遣
を
す
る

と
き
は
、
関
係
派
遣
先
へ
の
派
遣
割
合
(
一
の
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
派

遺
一
冗
事
業
主
が
雇
用
す
る
派
遣
労
働
者
の
関
係
派
遣
先
に
係
る
派
遣
就
業

(
労
働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
の
就
業
を
い
う
。

以
下
向
じ
。
)

係

(
第
一
条
間
関
係
)

(
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
)

政

M 

雪量

目
次第
一
室
・
第

(
路
)

世肘一二点草

派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
措
置

第
一
節

l
第
一
一
一
節

(
賂
)

第
四
節

労
働
基
準
法
等
の
適
用
に
関
す
る
特
例
等
(
第
四
十
四
条
湖

図
利
七
条
U
一一)

第
四
章
・
第
五
章

(
略
)

附
良IJ(

派
遣
一
見
事
業
主
の
濁
係
派
遣
先
に
対
す
る
労
働
者
派
遣
の
制
限
)

二
十
一
二
条
の
二

派
遣
元
事
業
主
は
、
当
該
派
遣
一
元
事
業
主
の
経
営
を
実
質

的
に
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
関
係
に
あ
る
者
そ
の
他
の
当
該
派
遣
一
冗

事
業
主
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
(
以

下
こ
の
条
に
お
い
て

「
関
係
派
遣
先
」

と
い
切
っ
。
)

に
労
働
者
派
遣
を
す
る

と
き
は
、
関
係
派
遣
先
へ
の
派
遣
割
合
(
一
の
事
世
来
年
度
に
お
け
る
当
該
派

遺
元
事
業
主
が
雇
用
す
る
派
遣
労
働
者
の
関
係
派
連
先
に
係
る
派
遣
就
業

(
労
働
半
世
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
の
就
業
を
い
う
。

以
下
関
じ
。
)

係



る
総
労
働
時
間
を
、

そ
の
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
派
遣
元
事
業
主
が
一
一
雇
用

す
る
派
遣
労
働
者
の
す
べ
て
の
派
遣
就
業
に
係
る
総
労
働
時
期
で
除
し
て
得

た
割
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
を

以
下
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
均
等
科
潤
阿
刷
則
)

る
総
、
労
働
時
間
を
、

そ
の
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
派
遣
元
事
業
主
、
が
一
雇
用

す
る
派
遣
労
働
者
の
す
べ
て
の
派
遣
就
業
に
係
る
総
労
働
時
間
で
除
し
て
得

た
割
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
を

い
う
。
)
が
剖
分
の
八
引
以
下
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
均
衡
を
割
引
樹
叫
対
側
潤
叫
樹
倒
刈
i

第|

は
、
そ
の
一
庭
用

る
派
選
矧
倒

業
務
に
制
覇
U

ず
る
派
遣
先
(
当
該
派
潤
矧
働
者
に
係
る
矧
働
者
派
遣
の
宅
務

を
い
う
吋
|
第
四
節
を
判
き
、

の
提
供
を
受
け
る
M

以
下
問
じ
4
J
H
N
蔵
用
さ

t
る
労
働

ば
な
ら
な

派
遣
一
元
朝

お
凶
、

そ
の
雇
用

る
派
閥
矧
働
者
に
利
す
る
教
育
訓
鮒
刑
判

2 

の
た
め
に
必
要
な
倒
置
に
つ
い
て
出

当
副
闘
派
酒
矧
倒
者
の
制
調

る
調
謝
と

同
額
の
調
樹
に
従
綱
引
る
派
遇
制
に
一
一
庭
用
さ

と
の
均
等
一
を
図
る

ば
な
ら
な
川
α

(
派
遣
先
へ
の
通
知
)

そ
の
一
一
庭
用

る
派
週
先
(
当
矧
附
派
川
賞
、
労
働
者
に
係
る
矧

じ

に
一
一
履
用
さ

と
の
刻
衡
ぶ
封
劇
し
勺
ヴ
、

ー
る
一
般
け
矧
働

制

1
能
力

当
桜
田
E

矧
働

の
相
間
金
を
決
定

る
よ
う
に
岡
嵐
し
な
け

J
J臥
〉

「

A
m
J
P

小、
α

?
ι
v
J
J
F
4
J
J
 る

習
宮
川
倒
判
刊
の
制
割
引
判
例
調
矧
剖
岡

る
派
遣
先
に
雇
用
制
叫
刻
矧
倒
割
引
叫
判
制
U

刊
日
新
劇
リ

づ
っ
、
当
該
派
組
労
働
新
叫
寸
け
寸
1
剥
割
問
削
槻
尉
討
樹
利
用
制
叫
封
蝋
剖

叫
制
剖
輯
溺
溺
矧
樹
新
叫
開
制
材
料
嵐
側
鎖
倒
ー
司
倒
叫
吋
同
吋
凶
到
羽
掛
画
一

派
溜
珂
割
判
調
主
は
、

そ
の
雇
用

2 
を
講

る
よ
う
に
菌
闘
し
な
け

t
ば
な
ら
な
い
d

(
派
遣
先
へ
の
通
知
)

山
「
司



第
三
十
瓦
粂

派
遣
一
元
事
業
主
は
、

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
派
遣
先
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
略
)

(
削
る
)

. 

(
略
)

(
削
る
)

労
働
者
派
遣
を
す
る
と
き
は
、

第
三
十
五
条
の

派
遣
一
元
事
業
主
は
、

(
臼
一
躍
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
禁
止
)

刃
は
二
月
以
内
の
期
間
を
ム
定
め
て
雇
用

労
働
者
派
遣
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

(
削
る
)

厚
生
労
働

を
い
う
。
)

そ
の
一
雇
用
す
る
日
震
労
働
者
(
日
々

に
つ
い
て

第
三
十
五
条

派
遣
元
事
業
主
は
、
労
働
者
派
遣
を

る
と
き
は
、

厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
派
遣
先
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
際
)

当
間
労
働

派
週
に
係
る
派
遣
労
働
者
が
期
間
を
矧
め
な
い
寸
岡
崎
用
利

る
労
働
者
で
あ
る
治
否
、
刀
の
別

立日

(
略
)

2 

派
遣
一
万
事
業
主
凶
1
4別
明
の
焚
{
尽
に
よ
る
遥
知
を
し
た
後
に
利
判
明
鋪
汁
司
明

引
叫
割
針
当
詞
州
川

に
掲
げ
る
事
専
に
到
更
が
あ
っ
た
と
き
は

1
週
滞
な
く
、

遣
先
に
通
知
し
な
け

ば
な
ら
な
い
c

(
日
震
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
禁
止
)

第
一
二
十
五
条
の
三

派
遣
一
冗
事
業
主
は
、

労
働
者
派
遊
民
よ
り
日
置
労
働
者
{
日
々
又
ぽ
二
月
以
内
の
期
間
制
創
叫
寸

雇
用

以
下
引
の
吋
古
川
判
川
J
L
同
じ

J
を
判
事
さ
也

て
も
当
該
自
震
労
働

の
適
正
な
一
庭
用
管

い
と
認
め
ら

は
、
そ
の
一
一
庭
胤
す
る
臼
縫
労
働
者
に
つ
い
て
労
働
者
派
遣
を
行
つ
て
は
な
ら

ミ、、
0

4
J吋

1ν

2 

!享l

労
働
大
臣
凶
1
J別
項
の



(
適
正
な
派
遣
就
業
の
機
保
等
)

第
四
十
条

(
略
)

2 

前
項
に
{
疋
め
る
も
の
の
ほ
か
、

そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働

派
遣
先
は
、

さ
せ
る
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、

当
該
派
遣
就
業
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
適
切
な
就
業
環
境
の
維
持
、

等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

し¥。
可
制
選
対
凶
、

そ
の
指
樹
命
令
の
引
に
矧
働
さ
切
る
派
遣
労
働
者
に
矧
し
、

由
と
し
て

1
剖
間
関
岡
叶

も
の
の
利
用
に
関

ト
ヤ
官
い
を
し
て
「

な
ら
な
い
d

41 

(
賂
)

(
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
期
間
)

第
四
十
条
の
二

派
遣
先
は
、

当
該
派
遣
先
の
事
業
所
そ
の
他
派
遣
就
業
の
場

所
ご
と
の
同
一
の
業
務
(
次
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。
第
一
二
項
に
お
い
て
問

[日

利
引
叶
き
は
、
あ
ら
カ
じ
め
、
労
働

IJl 

な
ら
な
い
。

(
適
正
な
派
遣
就
業
の
確
保
等
)

第
四
十
条

(
略
)

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

派
遣
先
は
、

そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働

2 
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、

当
該
派
遣
就
業
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
適
切
な
就
業
環
境
の
維
持
、
診
耐
間
一
月
、
私

等
の
一
総
汁
認
可
あ
っ
引
い
同
羽
目
当
該
派
遣
先
に
雇
用
さ

る
労
働
制
が
混
常
利
用

し
て
い
る
も
の
の
利
用
に
関

の
供
与
等
必
要
な
措
霞
を
講
ず
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
新
設
)(

路
)

(
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
期
間
)

第
四
十
条
の
二

派
遣
先
は
、
当
該
派
遣
先
の
事
業
所
そ
の
他
派
遣
就
業
の
場

所
ご
と
の
同
一
の
業
務
(
次
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。
第
一
一
一
項
に
お
い
て
向



じ
。
)

つ
い
て
、

派
遣
一
万
事
業
主
か
ら
派
遣
可
能
期
間
同
そ
超
え
る
期
間
継

続
し
て
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

る
た
り
に
高
閣
の
嗣
市
内
附
な
知

司
q制
刑
務
を
迅
速
カ
つ
吋

制

1
例
制
又
は
制
樹
刻
刻
劃
と
し
川
矧
倒
4

寸
叫
川
矧
叫
封
場
同
』
斗
寸
剖
剖
叫
同
バ
叫
刊
訂
叫
業
務
で
あ
っ
て
、
当
該
業
務
に
係

る
労
働
者
派
遣
が
労
働
者
の
職
業
生
活
の
全
期
間
に
わ
た
る
そ
の
能
力
の

有
効
な
発
揮
及
び
そ
の
房
用
の
安
定
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
一
雇
用
慣
行

を
績
な
わ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務

(
削
る
)

(
削
る
)四

(
略
)

ワタ
t
J
n
b

(
賂
)

第
凶
十
条
の
五

派
遣
先
は
、
当
該
派
遣
先
の
事
業
所
そ
の
他
派
遣
就
業
の
場

所
ご
と
の
同
一

の
業
務
(
第
四
十
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
限

る
。
)

派
遣
元
事
業
主
か
ら
三
年
在
鱈
え
る
刑
期
間
継
続
し
て
向

に
つ
い
て
、

一
の
派
遣
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
同
一
の
業
務
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
た
め
、
当
該
三
年

じ
。
)

に
つ
い
て
、
派
遣
先
事
業
主
か
ら
派
遣
可
能
期
間
合
超
え
る
期
開
継

続
し
て
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

的
の
イ
又
は
ロ
に
誠
当
利
引
業
務
で
あ
っ
て
、
当
該
業
務
に
係
る
労
働

者
派
遣
が
労
働
者
の
職
業
生
活
の
全
期
間
に
わ
た
る
そ
の
能
力
の
有
効
な

発
揮
及
び
そ
の
一
庭
用
の
安
定
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
一
雇
用
慣
行
を
損
な

わ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務

イ

に
湖
矧
す
る
た
め
に
専
門
的
羽
制
制
ォ

務

一一履
m
M
矧
閣

制
守
の
特

E
h工
に
よ
り
M

特
却
の
雇
用
管
F
を
行
う
ぷ
嬰
が
あ
る
け
割
削
叫

ロ

そ
の
業
務
に
従
事

る
労
働
者
に
つ
い
寸
1
剥
端
矧
樹
、

利
引
業
謝

ILL] 

(
略
)

つん
H
f〉
ハ
O

(
路
)

第
閉
山
十
条
の
五

派
遣
先
は
、
当
該
派
遣
先
の
事
業
所
そ
の
他
派
遣
就
業
の
場

所
ご
と
の
同
一

の
業
務
会
第
四
十
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
限

に
つ
い
て
、
派
遣
一
元
事
業
主
か
ら
一
一
一
年
を
超
え
る
期
間
継
続
し
て
間

一
の
派
遣
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
る
場
合

る
。
)

に
お
い
て
、

当
該
同
一
の
業
務
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
た
め
、

当
該
三
年

五



が
経
過
し
た
日
以
後
労
働
者
生
態
い
入
れ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
同
一

の
派
遺
労
働
者
に
対
し
、
労
働
契
約
の
申
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条
の
六

労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
(
思

(
特
定
独
立

行
政
法
人
(
独
立
行
政
法
人
通
則
法
(
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
)
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
)

を
含
む
。
次
条
に

お
い
て
同
じ
。
)

及
び
地
方
公
共
団
体
(
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人

(
地
方

独
立
行
政
法
人
法

(
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
)
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
安
い
う
。
)

を
含
む
。
次
灸
に
お
い
て
問

:や
) 。
) 

の
機
関
な
除
く
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
、
が
次
の
各
口
す
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
時
点
に
お
い
て
、

当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
か
ら
当
該
労
働
者
派
遣
に
係

る
派
湾
労
働
者
に
対
し
、

そ
の
符
点
に
お
け
る
当
該
派
遣
労
働
者
に
係
る
労

働
条
件
と
同
一

の
労
働
条
件
。
労
働
契
約
の
期
間
を
隙
く
吋
l
}

を
内
容
と
す

る
矧
闘
叫
掴
め
の
な
い
労
働
契
約
の
申
込
み
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一」

/¥ 

が
経
過
し
た
回
以
後
労
働
者
を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
向
一

の
派
遣
労
働
者
に
対
し
、
労
働
契
約
の
申
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
じ
、
当
調
関
一

の
派
選
労
働
者
に
つ
け
て
銅
弓
刊
到
裂
の

ゾ
定
に
よ
る

期
間
を
定
め
な
い
寸
一
一
雇
用

で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
て
い
る
場

ロは、

こ
の
日
り
で
な
い
。

第
四
十
条
の
六

労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
(
国
(
特
定
独
立

行
政
法
人

(
独
立
行
政
法
人
通
則
法
(
平
成
十
一
年
法
律
第
百
一
一
一
号
)
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
)
を
含
む
。
次
粂
に

お
い
て
開
閉
じ
。
)

及
び
地
方
公
共
回
体
(
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
(
地
方

独
立
行
政
法
人
法
(
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
)
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
)

を
含
む
c

次
条
に
お
い
て
向

の
機
関
を
除
く
。

じ
。
)

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
が
次
の
各
口
す
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
時
点
に
お
い
て
、

当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
か
ら
当
該
労
働
者
派
遣
に
係

る
派
遣
労
働
者
に
対
し
、

そ
の
時
点
に
お
け
る
当
該
派
遣
労
働
者
に
係
る
労

働
条
件
と
向
一

の
労
働
条
件
を
内
容
と
す
る
労
働
契
約
の
申
込
み
を
し
た
も

の
と
み
な
す
。

の
行
っ
た
行
為
が
討
の
各
口
町

可
叫
可
知
ら
な
泊
っ
た
こ
と
に
つ
き
湖
突
が
な
泊
三
と
き
凶
、

限
り
司
な
N
d

こ
の



四

(
略
)

つん
f
)
A
-

(
賂
)

第
四
十
条
の
七

労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
が
国
又
は
地
方
公

共
団
体
の
機
関
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
前
条
第
一
一
項
各
口
す
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
行
為
が
終
了
し
た
日
か

ら
一
伝
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
関
に
、

当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働

者
、
が
、
当
該
冨
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
お
い
て
当
該
労
働
者
派
遣
に

係
る
業
務
と
同
一
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
き
は
、
当
該
国
又

は
地
方
公
共
同
山
体
の
機
関
は
、

伺
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
当
該
派
遣

労
働
者
の
麗
用
の
安
定
を
図
る
観
点
か
ら
、
国
家
公
務
員
法
(
昭
和
二
十
二

伝
法
律
第
百
二
十
号
。
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
(
紹
和
二
十
六
年
法
律
策

二
百
九
十
九
号
)
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
、
民
会
職
員
法
(
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
口
豆
、
自
衛
隊
法
(
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百

六
十
五
号
)

又
は
地
方
公
務
員
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
)

そ
の
他
関
係
法
令
の
規
定
に
慕
づ
く
採
用
そ
の
他
の
適
切
な
捻
霞
念
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

(
略
)

(
降
職
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
受
入
れ
の

四

(
略
)

。ムf
¥
J
A
μ
t

(
賂
)

第
四
十
条
の
七

労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
が
国
又
は
地
方
公

共
団
体
の
機
関
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
前
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に

る
場
合
を

該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
ー
ベ
問

対
汁
に
お
い
て
は
、
当
該
行
為
、
か
終
了
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
問
問
に
、
当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
が
、

当
該
国
又
は
地

方
公
共
団
体
の
機
関
に
お
い
て
当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
業
務
と
同
一
の
業

務
に
従
事
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
き
は
、
当
該
国
又
は
地
方
公
共
同
山
体
の
機

関
は
、

問
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

当
該
派
遣
労
働
者
の
一
一
履
用
の
安
定

を
殴
る
観
点
か
ら
、
国
家
公
務
員
法

(
昭
和
二
十
一
一
年
法
律
第
一
白
二
十
号
。

裁
判
所
職
員
臨
時
措
震
法
(
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
)

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
、

国
会
職
員
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

八
十
五
口
芝
、
自
衛
隊
法
(
紹
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
)

又
は
地

方
公
務
員
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
口
す
)
そ
の
他
関
係
法
令

の
規
定
に
基
づ
く
採
用
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、
2 

(
賂
)

(
降
職
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
受
入
れ
の

七

に
お



禁
止
)

第
四
十
条
の
九

(
略
)

派
遣
先
は
、
矧
弓
什
到
刑
判
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
な
ら
ば
前
市
恨
の
規
定
に
抵
触
す

2 
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
労
働
者
派
遣
を
し
よ

う
と
す
る
派
遣
一
見
事
業
主
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
特
例
叫

第
四
引
パ
甘

尽
の
こ
の
こ

鯛
剣
ぶ
羽
吋
川
に
M
m
働
さ
せ
る
派
遣
矧
倒
判
の
当
矧
矧
餓

派
湖
に
係
る
就

に
関
し
て
凶
、
当
誠
労
働
者
派
遣
の
倒
剖

ω提
供
合
受
け
る

も
ま
た
刻
当

調
派
遣
労
倒
者
を
一
応
用

と
み
な
じ
て
》
労
働
総
合

γ
H召
1'0 

。

A 

禁
止
)

第
四
十
条
の
九

(
絡
)

2 

派
遣
先
は
、
矧
ヨ
刊
認
条
一
樹
引
っ
明
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
な
ら
ば
前
項
の
規
定

に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
旨
を
当
該
労
働
者
派

道
J

信
し
よ
う
と
す
る
派
遣
一
元
事
業
主
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
新
設
)



O
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
)

日
次世

刑
一
土
早

第
一
一
章
世
知
一
節
山

第
二
節

皆
同
一
ニ
叶
即

(
略
)

(
略
)(略
)

{疹

案

五

矧
倒
割
減
選
制
引
制
調
の
許
可
等
」
銅

(
路
)

第
一
一
一
章

1
第
五
章

(
賂
)

附
則(

用
語
の
意
義
)

世
田
畑
一
…
久
木

(
削
る
)

(
削
る
)

(
腕
町
)(

路
)

(
賂
)

第
二
十
二
条
)

(
第
二
条
関
係
)

隠

次第
一
章

(
賂
)

は
第
二
点
早

(
略
)

住
第
一
館
山

(
略
)

信
用
二
位
節

第
一
章

第
二
軍

特
お
一
品
川
働
者
派
遣
創
世
話
一

笹
川
三
社
則

(
略
)

第
一
一
一
章
f

〉
第
五
章

(
略
)

附
員Ij

(
路
)

(
用
語
の
意
義
)

第
二
条

(
略
)(略

)

一
副
矧
働
者
派
潤

芸当

間
疋
労
-
倒

四
事
業
を
?
っ
d

ラ
|
第
利
辺
製
叶
l

{
第
ー
ヂ
語
パ
者
寸
1
4剣
叶
i

派
遣
事
割
以

の
労
働
剥
派
遣

五

(
剰
と
し
て
州
制

と
な
引
川
町
の
に

R
る
q
叶
が
剤
耐
吋
雇
用
さ
れ
る
矧

1t 



凶|

紹
介
予
定
派
遣

労
働
者
派
遣
の
う
ち
、
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受

け
た
者
(
以
下
「
澗
割
判
珂
覇
恥
佐
官
、
一
王
」

と
い
う
c

)

が
労
働
者
派
遣
の
役
務

の
提
供
の
開
始
前
又
は
開
始
後
に
、

当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働

者
及
び
当
該
派
遣
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る

者
(
以
下
こ
の
口
す
に
お
い
て

「
派
遣
先
」

と
い
h

っ
。
)
に
つ
い
て
、
職
業

安
定
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
、

又
は
届
出
を
し

て
、
職
業
紹
介
を
行
い
、

又
は
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
す
る
も
の
を
い
い
、

当
該
職
業
紹
介
に
よ
り
、
当
該
派
遣
労
働
者
が
当
該
派
遣
先
に
雇
用
さ
れ

る
出
田
が
、
当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
終
了
前
に
当
該
派
遣
労
働

者
と
当
該
派
遣
先
と
の
聞
で
約
さ
れ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
四
条

何
人
も
、
次
の
各
口
す
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
労

働
者
派
遣
事
業
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

-
一
一
(
略
)

逮
捕
等
物
を
製

物
の
溶
融
、
鋳
造
、
加
工
、

何
組
立
て
、
|
出
回
浄
、

造
す
る
工
程
に
お
け
る
作
業
に
係
る
業
務

O 

働
者
の
制
対
あ
る
矧
働
者
派
墨
書
利
引
い
う
。

六i

紹
介
予
定
派
遣

労
働
者
派
遣
の
う
ち
、
第
五
条
第
二
項
の
許
可
を
受

け
た
者
(
以
下

コ
闘
派
週
記
事
業
主
」
と
い
う
。
)

又
は
刷
用
十
六
条
第

ペ
品
川
ぺ
叫
矧
創
叫
刻
一
り
届
出
劃
を
同
地
出
し
た

(
以
下
1
4
特
定
例
害
対
剥
製

当
」
と
い
う
d

}

が
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
開
始
前
又
は
開
始
後

に
、
当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
及
び
当
該
派
遣
労
働
者
に
係
一

る
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
派
一

に
つ
い
て
、
職
業
安
定
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
一

又
は
行

遣
先
」

と
い
柏
町
ノ
。
)

よ
る
許
可
を
受
け
て
、

又
は
属
出
を
し
て
、
職
業
紹
介
を
行
い
、

う
こ
と
を
予
定
し
て
す
る
も
の
を
い
い
、
当
該
職
業
紹
介
に
よ
り
、
当
該
一

派
遣
労
働
者
が
当
該
派
遣
先
に
雇
用
さ
れ
る
旨
が
、

当
該
労
働
者
派
遣
の

役
務
の
提
供
の
終
了
前
に
当
該
派
遣
労
働
者
と
当
該
派
遣
先
と
の
間
で
約

さ
れ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
c

第
四
条

何
人
も
、
次
の
各
口
す
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
労

働
者
派
遣
事
業
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

-
二
(
略
)

物
の
加
工
、

組
立
て
そ
の
川
町
一
の
物
を
製
造
す
る
工
程
に
お
け
る
作
業
と

し
て
矧
働
4
t
を、

現
刈
第
凶
局
y

及
び
矧
羽
剖
明
p

知
弘
司
に
第
四

余
叫
コ
第
一
環
第
一
号
に
科
い
て



QIl 

警
備
業
法
(
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
)
第
二
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
業
務
そ
の
他
そ
の
業
務
の
実
施
の
適
正
を
総
保
す
る
た
め
に
は

ぴ
必
割
引
明
也
討
に
第
四
利
到
の
二
第
「
明
刷
用
一
号
に
お
い
て
単
ぬ
」
矧
倒

観
測
劃
〕

と
い
う
「
叶
に
よ
り
派
遣
労
働
者
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
業
務
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務

2 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
第
四
ロ
サ
の
政
令
の
制
定
又
は
改
正
の
立
案
を
し

ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
免
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 

(
略
)

第
二
期
早

(
略
)

位
第
二
位
閉
山

矧
働
者
派
法
制
明
、

の
許
可
等

(
削
る
)

(
労
働
者
派
遣
剤
薬
の
許
可
)

第
五
条

党
働
者
派
遣
割
舗
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、

厚
生
労
働
大
庄
の
許
可 及

)

M

L

よ
り
当
製
業
務
に
と
雪
合
引
記
忍
削

通量

iこ

フコ|

働

に
お
け
る
当
哨
問
調
謝
を
除
く
叫
|
)

凶

警
備
世
刑
法
(
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
)
第
二
条
第
二
雨
明
各
号

に
掲
げ
る
業
務
そ
の
他
そ
の
業
務
の
実
施
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
に
は

労
働
者
派
遣
に
よ
り
派
遣
労
働
者
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
業
務
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務

2 

厚
生
労
働
大
使
は
、
前
市
明
斜
ゴ
新
刻
叶
第
四
号
の
政
令
の
制
定
又
は
改
正

の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 

(
絡
)

第
二
章

(
略
)

第
二
節

朝
制
刑
の
許
可
等

第
一
室

一
刻
矧
働
者
派
豊
富

(
一
絞
労
働
者
一
流
溜
割
裂
の
許
可
)

第
五
条

制
751 
働i

派
溜
割
判
制
潤
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、

厚
生
労
働
大
臣
の



を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
誇
蓄
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
略
)

を
行
う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四

(
際
)

3 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
矧
倒

を
行
う
事
業
所
ご
と
の
当
該
事

業
に
係
る
事
業
計
爾
書
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4 

前
項
の
事
業
計
画
書
に
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

労
働
者
派
遣
割
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
当
該
事
業
に
係
る
派
遣
労
働
者
の

数
、
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
料
金
の
額
そ
の
他
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
事
項

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日

(
絡
)

(
許
可
の
欠
格
事
由
)

第
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
そ

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
略
)

四

第
十
四
条
第
二
項
(
第
一
号
を
除
く
。
)

親
調
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、

当
該
取
消
し
の
白
か
ら
起
算
し
て
五
年
を

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
誇
畳
一
同
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
際
)

問

(
略
)

3 

前
項
の
申
請
書
に
は
、

該
事
業
に
係
る
事
業
計
図
書
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

刻
一
項
の
事
業
計
画
室
自
に
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

4 

を
行
う
事
業
所
ご
と
の
当
該
事
業
に
係
る
派
遣
労
働

者
の
数
、
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
料
金
の
額
そ
の
他
労
働
者
派
遣
に
関
す
る

事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5 

(
略
)

(
許
可
の
欠
絡
事
由
)

第
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
前
条
第
二
項
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
略
)

匹!

第
十
凶
条
第
一
一
頃
(
第
一
号
を
除
〈
。
)

の
規
定
に
よ
り
斗
創
出
倒
判
明

淵
超
新
製
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
又
丘
病
二
十

主
第
一
項
の
規
定
に
よ



絞
過
し
な
い
者

五

第
十
四
条
第
二
唄
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
派
週
帯
封
の
許
可
を
取
り
消

さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
(
問
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取

め
ノ
消
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

当
該
法
人
が
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規

定
す
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
場
合
に
限
る
。
)

お
い
て
、
当
該
取
消
し
の
処
分
を
受
け
る
原
因
と
な
っ
た
事
項
が
発
生
し

た
当
時
現
に
当
該
法
人
の
役
員
(
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、

取
締
役
、
執

行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
容
を
い
い
、
相
談
役
、

顧
問
そ
の
他
い
か
な

る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
関
わ
ず
、

法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す

る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
文

配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
会
}
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
)

で
あ
っ
た
者
で
、
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
し
な
い
も
の

~ 

ノ¥

の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
(
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
)
第
十
五
条

の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又
は
処
分
を

し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
第
十
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

山
一
止
を
命
じ
ら
れ
、
当
該
取
消
し
又
凶

Am到
の

日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

一「
」ム

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
斗
閥
労
働

り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
(
問
項
第
一
は
す
の
規
定
に
よ
り
許
可
を

取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
法
人
が
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規

だ
す
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
場
合
に
限
る
。
)
対
同

じ1
P 
1コ

第!

十

疋
ず
る

い
て
、
当
該
取
消
し
又
は
命
令
の
処
分
を
受
け
る
涼
因
と
な
っ
た
事
項
が
発
一

生
し
た
当
時
現
に
当
該
法
人
の
役
員
(
業
務
な
執
行
す
る
社
員
、

取
締
役
、

執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
合
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な

る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
間
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る

社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力

を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)

で
あ
っ
た
者
で
、
当
該
取
消
し
刃
同
制
剣
の

8
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

し
な
い
も
の

一」

/¥ 

第
十
閲
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ベ
閥
矧
働
者
滅
却
損
剰
の
許
可
の
取

厨
川
叫
剣
刈
判
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
(
平
成
五
伝
法
律
第
八
十
八
ロ
ヴ
)

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又



る
労
働

派
泊
朝
剰
の
廃
止
の
届
出
を
し
た
者
(
当
該
事
業
の
廃
止
に
つ

い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。
)

で
、
当
該
届
出
の
白
か
ら
起
算

し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

七

前
号
に
規
定
す
る
期
間
間
内
に
第
十
二
一
条
第
一
攻
の
規
定
に
よ
る
鎖
倒
割
引

制
溺
新
制
問
の
廃
止
の
届
出
を
し
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

口
す
の
通
知
の
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人

(
当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い

て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。
)

の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
、
当
該

届
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

八

i
十

(
略
)

(
許
可
詑
)

第
八
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
厚
生

制
崩
親
類
を
行
う
事
業
所
の

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

労
働

数
に
応
じ
、

許
可
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
証
を
、
労
働
者
派
劃
割
剰
を

行
う
事
業
所
ご
と
に
綴
え
付
け
る
と
と
も
に
、
関
係
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

2 
と
き
は
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 

(
路
)

[Rl 

三
条
第
一
項
の
一

は
処
分
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
第

規
定
に
よ
る
ベ
倒
労
倒

派
遣
事
舗
の
廃
止
の
届
出
刻
凶
矧
寸
つ
刀
剣
叫
矧

派
遣
事
調
U
関
川
引
の
届
出
を
し
た
者
(
当
該
事
業
の

廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。
)

で
、
当
該
届
出
の
日
か

ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

ザ七

前
口
す
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
十
三
条
第
一
埼
(
の
規
定
に
よ
る
ベ
捌
矧

滅
週
調
匂
の
廃
止
の
届
出
刻
凶
朝
刊
斜
叫
矧
矧
同
利
引
制
覇
倒

{働号
の
通
知
の
目
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
(
当
該
事
業
の
廃
止
?
に
つ
い
て

相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。
)
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
、
当
該
屈
山
山

の
日
か
ら
起
算
し
て
五
銭
1
4

ぜ
経
過
し
な
い
も
の

八

i
十

(
略
)

(
許
可
証
)

第
八
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
五
条
第
二
雨
明
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
、
と
こ
ろ
に
よ
り
、

所
の
数
に
応
じ
、

許
可
証
そ
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
証
を
、

一
]
般
労
働

2 
剰
を
行
う
事
業
所
こ
と
に
備
え
付
け
る
と
と
も
に
、
関
係
者
か
ら
誇
求
が
あ

っ
た
と
き
は
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 

(
賂
)

四



(
許
可
の
有
効
期
間
等
)

第
!
?
条

(
際
)

2 

前
項
に
規
定
す
る
許
可
の
有
効
期
間
(
当
該
許
可
の
有
効
期
間
に
つ
い
て

こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
を
受
け
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、

当
該
更
新
を
受

け
た
許
可
の
有
効
期
間
)

の
満
了
後
引
き
続
き
当
該
許
可
に
係
る
矧
倒
者
側

酒
制
調
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
t
J
5
 

(
路
)

(
変
更
の
届
出
)

第
十
一
条

派
遣
一
刻
割
判
剤
、

は
、
第
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
に
係
る
事
壌
が
矧
倒
判
明

制
劃
新
制
刑
を
行
う
事
業
所
の
新
設
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
事
業

所
に
係
る
事
業
計
画
書
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
意
同
期
預
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

(
腕
附
)

3 

厚
生
労
働
大
庄
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
側
窓
派
潤
剤
、

を
行
う
事

業
所
の
新
設
に
係
る
変
更
の
嵐
山
山
が
あ
っ
た
と
き
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
新
設
に
係
る
事
業
所
の
数
に
応
じ
、
許
可
証
を

(
許
可
の
有
効
期
間
等
)

第
十
条

(
路
)

2 

前
壌
に
規
定
す
る
許
可
の
有
効
期
間
(
当
該
許
可
の
有
効
期
間
に
つ
い
て

こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
を
受
け
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、

当
該
更
新
を
受

け
た
許
可
の
有
効
期
間
)

の
満
了
後
引
き
続
き
当
該
許
可
に
係
る
一
般
労
倒

割
削
叫
閣
割
剰
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

ト

Jhnノ、

許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つU
f〉

-o

(
略
)

(
変
更
の
届
出
)

鶏
封
は
、
第
五
条
第
二
項
各
口
す
に
掲
げ
る
事
項
に

第
十
一
条

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

そ
の
同
日
を
厚
生
労
像
大
臣
に
届
け
出

ム
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
相
場
合
に
お
い
て
、

当
該
変
更
に
係
る
事
項
が
一

側
矧
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
の
新
設
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
事
業
所
に
係
る
事
業
計
画
室
田
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

(
賂
)

3 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
斗
閥
、
労
働
者
派
遣
事
業
主
行

う
事
業
所
の
新
設
に
係
る
変
更
の
一
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

厚
生
労
働
省
令

で
だ
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
新
設
に
係
る
事
業
所
の
数
に
応
じ
、
許
可

五



4 
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

派
別
明
到
割
引
業
、
国
は
、
第
二
期
〈
の
規
定
に
よ
る
属
出
を
す
る
相
場
合
に
お
い
て
、

当
該
届
出
に
係
る
事
巧
円
、
が
許
可
証
の
記
載
事
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
厚
生

労
働
省
令
で

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
書
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ー
、
。

、ァー
'
U(

事
業
の
廃
止
)

第
十
三
条

刑
判
明
対
剥
製
討
は
、
当
該
労
察
組
事
剰
を
廃
止
し
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
旨
を
厚
生
労

働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

(
略
)

(
許
可
の
取
消
し
等
)

業
討
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

第
十
四
条

厚
生
労
働
大
庄
は
、
派
遣

該
当
す
る
と
き
は
、
第
五
条
第
一
墳
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

四

(
絡
)

厚
生
労
働
大
庄
は
、

派
法
氾
樹
剰
設
用
封
、
が
前
項
第
二
号
又
は
第
一
一
一
口
す
に
該
当

2 
す
る
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て
当
該
労
倒
者
派
遣
割
剰
の
全
部
又
は
一
部
の

停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4 

一l
矧
派
遣
一
刈
朝
出
来
十
一
叫
は
、
第
一
一
頃
の
規
定
に
よ
る
応
出
を
す
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
印
刷
出
に
阿
部
る
事
項
が
許
可
証
の
記
載
事
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
番
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば

p
i
h
J
P
J小

¥

C

'
可

J
P
J
V
J
7

(
事
業
の
廃
止
)

第
十
一
一
一
条

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

同
日
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

(
略
)

(
許
可
の
取
消
し
等
)

厚
生
労
働
大
臣
は
、
」
4
1可
討
二
三
子
会
三
二
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

第
十
四
条

か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る

間

(
路
)

2 

厚
生
労
働
大
庄
は
、

一
倒
租
湖
一
ア
調
説
明
羽

hm
前
項
第
二
号
又
は
第
三
口
す
に

派
溺
割
梨
一
の
全
部
又

は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

ー」

ノ¥そ
の



(
名
義
貸
し
の
禁
止
)

第
十
五
条

派
遣
苅
覇

に
は
、
自

題
額
制
加
を
行
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

(
削
る
)

創
刊
対
斜
計
叶
割
判
「
刊
二
条
ま
で

の
名
義
を
も
っ
て
、
他
ぃ
人
に
矧
倒
割
制

自IJ
除

(
名
義
貸
し
の
禁
止
)

労
働
災
包
に
捻
出
し
な
け

一
判
明
制
崩
元
一
一
帯
封
討
は
、
自
己
の
名
義
を
も
っ
て
、
他
人
に
寸
制

第
十
五
条

労
働
者
派
組
割
業
を
行
わ
せ
で
は
な
ら
な
い
。

派
遇
制
明
制
刑

(
矧
沼
矧
働

派
遇
制
調
叶
届
出
}

第
十
九
条

州
制
口
可
に
掲
げ
る
調
剤
引
な
罰
則
志
し
た
届
出
蓄
を
劇

問
な
ら
な
川
司
|
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

る
者
は
1
1
第
五
条
第
〕
一
堀
川

問
項
顎
ゴ
口
サ
中
l
「
一
樹
矧
倒
剥
淵

ぶ
Jα1

彦
事
業
」
と
あ
る
の
出
、

2 

鶏
を
伺
う
割
弱
所
ご
と
の
当

該
事

し
な
け

ま
よ
h

つ
よ
1
d
l

J

t

J
ノ
ト
ぃ
ヒ
チ
〆
十

ν

漂
白
矧
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

3 
終

伊
東
六

第
十
ゼ
条

七



制
出
制
川
d
l

矧
判
八
条

特
定
派
還
元
朝
銅
剣
は
、
第
刊
六
条
第
)
項
の
届
出
ι

舎
を
捌
同

u

た
出
日
そ
の
他
劇
症
労
働
省
制
対
定
め
る
調
項
を
羽
目

働
制
制
派
澄
割
剰
を
r
T
h
つ
嘱
剰
例
ご
と
に
備
え
や
け
る
と
と
も
に
叫
関
係
者
向

ら
諮
問
求
が
あ
っ
た
と
き
は
提
示
し
な
け

ば
な
ら
な
川
d

内
沼
珂
付
-
刷
出
判
i

区
に
屈
け
出
な
け

当
該
変
更
に
係

る
事
項
が
特
定
矧
倒
組
制
溺
覇
調
副
矧
う
事
業
所
の
新
調
に
倒
引
叫
叫
寸
刻

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
v

る
と
き
阿
川
、
当
副
問
調
業
一
日
に
係
る
覇
業
制
岡
制
苗
そ
の
他
厚
封
労
働
省
令
で
定

め
る
劃
日
臨
時
い
ぞ
添
ゃ
し
な
け

ば
な
ら
な
い

2 

即
刻f
の
割
弱
一
言
沼
署
に
つ
い
て
準
用
す
る
d

ゾ
定
は
》

最
期
阿
川
腐
止
)

当
競
州
刊
だ
…
労
働

派
遣
事
業
封
劇
必
リ

た
と
き
凶
v

溜
淵
な
く
、

そ
の
旨
を
厚

労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
j
ば
な

)¥. 



(
事
業
報
告
等
)

第
二
十
一
一
一
条

業
主
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

ら
な
い
α

(
古
学
調
劇
止
命
令
矧
刈
l

銅
-
コ
引
一

周
到
矧
働
ぃ
犬
阿
見
凶
、

{
佐
田
川

る
と
き
は
当
該

(
寸
一
以

H
d

割
制
到
の
亮
止
を
、

当
該
純
絹
矧
倒

派
遣
事
業
を
行
う
受
口
に
あ
っ
て
は
、
各
剖
銅
色
」
と
の
特

以
下
叶
)
の
割
に
お
い
て
同
じ

J

盟
温
調
調
d

あ
労
刷
附

の
開
始
の
当
時
間

る
と
き
は
当
該
特
定
矧
働
者
派
遣
事
-
剰
の
贈
叫
出
1
J制

引
る
こ
と
が
苅
き
る

2 

闘
明
会
労
倒
大
庄
は
刈
特
定
派
遣
一
珂
覇
類
、
去
、
が
こ
の

t
倒
|
(
次
章
第
凶
節
の

寸
寸
制
剣
者
し
く
は
処
分
に
週
反
し
た
と
き
は
川
期
間
会
剣
山
叫
て
当
該
特
定

矧
倒
謝
制
湖
親
善
叫
到
制
民
同
↓
矧
州
制
射
針
吋

る
こ
と
が
刊
¥
き
る
G

名
義
剣
し
の
禁
止
}

銅
二
十
二
γ

疋
労
働

で
は
な
ら
な
川
α

(
事
業
報
告
等
)

第
二
十
一
一
一
条

(
以
下

一
派
遣

Tu 



労
働
者
派
遣
事
業
安
行
う
事
業
所
ご
と
の
当
該
事
業
に
係
る
事
業
報
告
書
及

び
収
支
決
算
舎
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。fMf
1
v
に
U

(
略
)

(
職
業
安
定
法
第
二
十
条
の
準
用
)

第
二
十
凶
条

職
業
安
定
法
第
二
十
条
の
規
定
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
二
泊
〈
中
「
公
共
職
業
安
定
所
」

と
あ
る
の
は
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
遂
営
の
確
保
及
び
派
湾
労
働
者

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
(
以
下

と
い
う
。
)
剣
ゴ
斜

「
労
働
者
派
遣
法
」

剣
酎
副
司
に
規
定
す
る
派
遣
一
冗
事
業
主

(
以
下
単
に
「
派
遣
先
事
業
主
」

加つ
O

)

」

「
事
業
所
に
、
求
職
者
を
紹
介
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
あ
る

と

ロコ
は

「
事
業
所
に
関
し
、
労
働
者
派
違
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
労
働

者
派
遣
(
以
下
単
に
「
労
働
者
派
遣
」

と
い
"
フ
。
)

(
当
該
同
盟
罷
業
又
は

作
業
所
閉
鎖
の
行
わ
れ
る
際
現
に
当
該
事
業
所
に
関
し
労
働
者
派
遣
を
し
て

い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
労
働
者
派
遣
及
び
こ
れ
に
伺
相
当
す
る
も
の
を

除
く
。
)

を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
、
同
条
第
一
一
一
項
中
「
求
職
者
を
無
制
限

に
紹
介
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
無
制
限
に
労
働
者
派
遣
が
さ
れ
る
」
と
、

共
職
業
安
定
所
は
当
該
事
業
所
に
対
し
、
求
職
務
を
紹
介
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
あ
る
の
は

「
公
共
職
業
安
定
所
は
、

そ
の
旨
を
派
遣
一
見
事
業
主
に
通
報
す

る
も
の
と
1

レ、

当
該
通
報
を
受
け
た
派
遣
一
主
事
業
主
は
、
当
該
事
業
所
に
関

と
し、

「

公

O 

と
い
う
α

i土

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

主
卒
業
主
」

労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
当
一
該
事
業
に
係
る
事
業
報
告
書
及

び
収
支
決
算
書
を
作
成
し
、

厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つω
(
)
にリ

(
略
)

(
職
業
安
定
法
第
二
十
条
の
惜
甲
府
)

第
二
十
四
条

職
業
安
定
法
第
二
十
条
の
規
定
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
一
頃
中
「
公
共
職
業
安
定
所
」

と
あ
る
の
は

二
労
働
者
派
遣
事
業
の
遜
蕊
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
(
以
下

「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
)
矧
ゴ
叶

コ
斗
斜
矧
寸
刻
に
規
定
す
る
派
遣
元
事
業
主
(
以
下
単
に

「
派
遣
元
事
業
主
」

と
い
λ
ノ
。
)
」

と

「
事
業
所
に
、
求
職
者
を
紹
介
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

あ
る
の
は
「
事
業
所
に
関
し
、
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る

労
働
者
派
遣
(
以
下
単
に
「
労
働
者
派
遣
」
と
い
う
。
)

(
当
該
間
際
罷
業

又
は
作
業
所
閉
鎖
の
行
わ
れ
る
際
現
に
当
該
事
業
所
に
関
し
労
働
者
派
遣
を

し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
労
働
者
派
遣
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
も
一

と
、
同
条
第
二
項
中
「
求
職
者
を
無

の
を
除
く
。
)

を
し
て
は
な
ら
な
い
」

制
限
に
紹
介
す
る
」
と
あ
る
の
は

{
無
制
限
に
労
働
者
派
遣
が
さ
れ
る
」
と
、

「
公
共
職
業
安
定
所
は
当
該
事
業
所
に
対
し
、

求
職
者
を
終
介
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
あ
る
の
は

「
公
共
同
職
業
安
定
所
は
、

そ
の
旨
を
派
遣
元
事
業
主
に

通
報
す
る
も
の
と
し
、

当
該
通
報
を
受
け
た
派
遣
一
元
事
業
主
は
、
当
該
事
業



し
、
労
働
者
派
遣
宗
主
畝
通
報
の
際
現
に
当
該
事
業
所
に
隠
し
労
働
者
派
遣

を
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
、
労
働
者
派
遣
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
を
除
く
。
)
を
し
て
は
な
ら
な
い

と

「
使
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
」

と
あ
る
の
は

「
使
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
(
労
働
者
派
遣
に
係
る
労
働
に
従

「
労
働
者
を
紹
介
す
る
」

と
あ
る

事
し
て
い
た
労
働
者
を
含
む
。
)
」

と

ロコ
i立

「
労
働
者
派
遣
合
す
る
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(
契
約
の
内
容
等
)

第
二
十
六
条

(
略
)

2 

3 

(
路
)

4 

派
遣
一
克
事
業
主
は
、
第
一
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
派
遣
契
約
を
締
結
す

る
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
当
該
契
約
の
相
手
方
に
対
し
、
第
五
条

第
一
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
旨
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戸ヘ
υ
r
¥
J
弓
i

(
路
)

(
削
る
)

所
に
関
し
、
労
働
者
派
遣
(
当
該
通
報
の
際
現
に
当
該
事
業
所
に
関
し
労
働

者
派
遣
を
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
労
働
者
派
遣
及
び
こ
れ
に
相

を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と

「
使
用
さ
れ
て
い
た

当
す
る
も
の
を
除
く
。
)
「
使
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
(
労
働
者
派
遣
に
係
る

労
働
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
を
含
む
。
)
」
と
、

労
働
者
」

と
あ
る
の
は

「
労
働
者
を
紹
介
す
る
一

と
あ
る
の
は

ゥ
労
働
者
派
遣
を
す
る
」

と
読
み
件
甘
え
る
も
の
と
す
る
。

(
契
約
の
内
容
等
)

第
二
十
六
条

(
略
)

つω
-
n
d

(
賂
)

4 

派
遣
元
事
業
主
は
、
第
一
一
市
恨
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
派
遣
契
約
を
締
結
す

る
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、

当
該
契
約
の
相
手
方
に
対
し
、
第
五
条

第
一
項
の
許
可
を
受
け
、

ム
疋
に
よ
り
届
出
動
国
会
)

掲
出
し
て
い
る
同
日
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戸

h
u
f
¥
J
ウ
'a

(
略
)

/品、J

期
雇
用
派
潤
矧
倒

附
専
の
雇
用
の
川
叫
ん
制
組
ヨ
|

矧
ヨ
刊
辺
市

派
覇
珂
事
業
け
主
は
、

そ

ω期
間
を
だ
め
て
一
雇
用
利
る
、
派
溺
労
働
剥

刻
凶
制
選
矧
倒
訓
告
と
じ
て
期
間
を
定
め
て
雇
用
し
よ
う
と

引
判
別
倒
割
引
」
桐

め
な
川
対
雇
用
さ

当
期
間
に
ね
だ
り
期
間
を
定
一
り
て
一
一
庭
用

制
叫
矧
闘
が
叫
」



均
(
略
)

2 

待
遇
原
則
)

(
略
)

が
溺
当
で
あ
る

矧
働
省
人
利
寸
定
め
る
者
に
Eufod

以
下
こ
の

報
叶
i

と
い
切
っ
d

-〕

剰
に
お
い
て

の
希
望
に
応
じ
、

ば
な
ら
な

期
間
を
刻
め
な
い
司
雇
用

る
派
濁
ー
労
働
苦
と
し
て
創
業
さ
せ
る
こ
と

又
凶
派
遣
ー
矧
働

叫
機
会
を
確
炉

ヤ

」

る
と
と
も
に
、

ス)
w
w

〕レ〆」円以

二
足
に
よ
る
剖

可
を
受
け
て
刈
又
凶
届
出
を
し
て
聡
業
紹
剣
念
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
に

あ
ワ
て
凶
、
有
望
庭
用
派
週
労
働
判
調
布
安
紹
介
予
定
制
溺
叶
矧
額
以
じ
、
又

と
し
て
一
雇
一
い

可
九
ご
」
ト
」
。

前
ニ
悶
可
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
カ
、
創
刊
期
一
雇
用
派
洩
矧
働
制
矧
刻
刻
刻
叶

し
向
城
間
剖
場
以
制
川
寸
劇
用
制
町
村
剖
矧
倒

進:(
均
等
待
遇
原
則
)

る
い
ボ
条
の
一
一

(
略
)

(
絡
)

2 

の
労



(
派
遣
労
働
者
等
の
福
祉
の
増
進
)

第
一
一
一
十

ロコ

(
略
)

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
派
遣
先
に
通
知
し
な

百
序
生
労
働

(
派
遣
先
へ
の
通
知
)

(
路
)

凶
が
期
民
刻
刻
め
な
け
寸
雇
用

第
一
二
一
l

五
条
の
一
一
一

派
遣
元
事
業
主
は
、

第
一
一
一
十
五
条

派
遣
元
事
業
主
は
、

労
働
者
派
遣
を
す
る
と
き
は
、

に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
J
め
っ
た
と
き
凶
、

遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
当
核
派

ふ
第
二
口
方

に
よ
る
通
知
を
し
た
後
に
隠

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
調
矧
働
者
派
置
に
保
る
派
遣
労
働

る
労
働
点
切
で
あ
る
カ
否
カ
の
別

(
略
)

(
期
聞
を
定
め
な
い
で
雇
用

る
労
働
者
で
な
い
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派

次
に
掲
げ
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

2 

派
選
珂
制
明

そ
の
期
間
開
会
)
定
め
な
い
が
一
躍
周
す
る

労
働
者
で
な
い
者
に
つ
い
て
労
働
者
派
遣
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

遣
先
に
通
知
し
な
け

ば
な
ら
な
い
d

遣
の
禁
止
)

た
だ
し
、

(
派
遣
労
働
者
等
の
福
祉
の
増
進
)

智
司
↓
汁
裂
の
三

(
略
)

(
派
遣
先
へ
の
通
知
)

第
三
十
五
条

派
遣
一
冗
事
業
主
は
、
労
働
者
派
遣
を
す
る
と
き
は
、

厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
派
遣
先
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
略
)

(
新
設
)

一
斗
・
三

(
賂
)

(
新
設
)

労
働
考
で
な
い
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
禁
止
)

派
遣
元
事
業
主
は
、

そ
の
常
時
一
一
援
用

る
労
働
者
で
な
い

第
三
十
五
条
の
一
一
一

者
に
つ
い
て
労
働
者
派
遣
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

，一ぉ戸一
J

、

ナ
J

十
J

1

、

次
に
掲
げ
る

相
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。



そ
の
業
務
を
迅
速
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
に
高
麗
の
専
門
的
な
知

議
、
技
術
刃
は
経
験
を
必
要
と
リ
ー
封
鰍
認
が
倒
用

と
の
」
刈
州
ノ
に
お
い

て
対
等
の
均
四
明
に
立
っ
と
認
め
ら
れ
る
業
務
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務

に
つ
い
て
労
働
者
派
遣
を
す
る
場
合

四

(
略
)

2 

(
略
)

(
適
正
な
派
遣
就
業
の
礁
保
等
)

第
四
十
条
(
略
)

η
ム

-
Q
U

(
略
)

4 

派
遣
先
は
、
矧
ヨ
什
斜
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う

派
遣
元
事
業
主
の
求
め
に
応
じ

に
す
る
た
め
、

そ
の
指
待
命
令
の
下
に
労

働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
が
従
事
す
る
業
務
と
間
帯
憾
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該

派
遣
先
に
一
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
当
該
措
置
に
必
婆

な
も
の
を
提
供
す
る
等
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、

(
期
間
を
屈
め
な
川
一
司
一
震
一
周

る
労
働
者
で
な
い
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派

遣
の
役
務
の
提
供
の
受
入
れ
の
禁
辻
)

四

ん
否
定
め
る
鶏
務
見
び
当
該
調
割
以

2
業
務
ヲ
め

寸
寸
そ
の
業
務
を
迅
速
か
っ
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
に
専
内
的
な
知
識
、
技

術
樹
リ
寸
叫
経
験
を
必
要
と

る
議
務
又
は
そ
の
叫
刑
務
叫
何
割
引
す
る
労
倒

一
寸
に
つ
い
て
、
制
剰
刺
川
時
一
一
庭
用
形
鍛
等
の
特
殊
性
に
よ
り
、

剛
山
岳
間
用

制
理
を
伺
う
川
刈
曲
ー
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
業
務
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業

務
に
つ
い
て
労
働
者
派
遣
を
す
る
場
合

四

(
略
)

2 

(
略
)

(
適
正
な
派
遣
就
業
の
確
保
等
)

第
四
十
条
(
略
)

円

L

-

Q

U

(
路
)

4 

派
遣
先
は
、
雪
羽
十
一
条
の
こ
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、

派
遣
元
事
業
、
互
の
求
め
に
応
じ
、

そ
の
指
揮
命
令
の
下

に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
が
従
事
す
る
業
務
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る

当
該
派
遣
先
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
当
該
拾
霞
に

必
要
な
も
の
を
提
供
す
る
等
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

(
常
附
雇
用

る
労
働
者
で
な
い
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提

供
の
受
入
れ
の
禁
止
)



第
m
出
十
条
の
九

(
路
)

(
離
職
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
受
入
れ
の

禁
止
)

第
四
十
条
の
十

(
略
)

2 

派
遣
先
は
、

第
一
一
一
利
羽
斜
矧
↓
J
明
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
な
ら
ば
前
壌
の
規
定

に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
同
日
を
当
該
労
働
者
派

遣
を
し
よ
う
と
す
る
派
遣
一
元
事
業
主
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
九
条

次
の
各
口
す
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

一
年
以
下
の
懲
役

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

(
略
)

第
五
条
第
一
一
頃
の
許
可
を
受
け
な
い
で
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
っ
た
者

(
略
)

四

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
違
反
し
た
者

第

一ト
条

次
の
各
口
す
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又

は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
条
の
九

(
腕
町
)

(
隊
織
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
受
入
れ
の

禁
止
)

第
四
十
条
の
十

(
略
)

2 

派
遣
先
は
、
矧
コ
ベ
什
到
斜
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
な
ら
ば
前
墳
の
規
定
に
抵
触
す

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
出
向
を
当
該
労
働
者
派
遣
を
し
よ

う
と
す
る
派
遣
一
元
事
業
主
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

一
年
以
下
の
懲
役

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

(
絡
)

第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
ム
な
い
で
「
倒
労
働
者
派
画
調
業
を
行
つ

じ
に
卓
一
一
宮

(
略
)

四

第
十
四
条
第
二
項
ー
又
州
刷
用

到
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
違
反
し
た

者

第
六
十
条

次
の
各
口
す
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又

は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

五



(
削
る
)

ゴ
第
四
十
九
条
の
一
一
一
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

(
路
)

第
六
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
二
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。

第
五
条
第
二
項
(
第
十
丸
木
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
な
含
む
。
)

に
規
定
す
る
申
請
書
刻
同
第
五
条
第
一
一
…
演
(
第
十
条
第
五
壌
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
一
。
)

に
規
定
す
る
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出

し
た
者

第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
一
頃
若
し
く
は
第
二
十
三
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
段
偽
の
履
山
山
を
し
、
又
は
第
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た
者

(
略
)

附

員IJ

(
削
る
)

~ 

ノ¥

届
出
品
殺
を
掘
出
し
な
川
方
特
泌
矧
倒
刻
一

派
週
事
剰
を
(
f
っ
た

第
コ
刊
ゴ
条
又
は
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

寸
ベ

(
賂
)

第
六
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。

第
五
条
第
二
項
(
第
十
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)

に
規
定
す
る
串
議
議
官
、
第
五
条
第
一
一
一
項
(
第
十
条
第
五
夜
に
お
い
て
準
問
問
、
γ

る
場
合
を
含
む
。
)
に
規
定
す
る
書
類
叫
鏑
十
六
条
第
斗
項
に

疋
す
る
庖

出
割
問
又
は
問

す
る
書
閉
鎖
に
危
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し

た
者

剖
刑
務
し
く
は
第
二
十
三
条
第
四
項f
の
規
定
に
よ
る
馬
出
を
せ
ず
、
表
し
く
は

規
定
す
る
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た
者

一一一(〉六

(
略
)

F付

&IJ 

並

09 
当

事
業

お

司

問
項
銅
山
一
二
口

4 

と
あ
る
の
は
、

中
「
阿
剖
割
」



(
削
る
)

品
務
ー
ベ
そ
の

常
時
一
雇
用

引
矧
倒
割
以
山

と
し
て

f
う
労
働
者
派
濁
に
い
ベ
引
当
嗣
鶏
到
に

州
問
酬
明
さ
到
る
槻
が
に
お
け
る
当
調
劇
務
に
日
い
る
d
l
)

で
あ
っ
て
、

そ
の
議
出
問

の
熱
調

U
一
実
情
並
叶
凶
当
日
鉄

務
に
係
る
哩
遣
労
働
剥

を
伺
う
捌
川
山
口
じ
は
そ
の
国
間
」

と

5 

労
働
者
派
透
明
剰
の
巡
回
な
逮
創
刊
川
磁
保
刻
討
制
運
矧
剛
削
岩
叫
刻
菊
川
刑
制

判
明
寸
司
肩
倒

の
劉
備
等
に
関
す
る
主
制
閉
等
の
一
部
を
改
正
引
る
法
律

綱
策

司
q
l
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

J

の
が
定
に
よ
る
母
国
後
の
、
労
働

溜
矧
脇
糊

の
同
附
調
矧
に
関

る
法
制
刑
仙
東
づ
一
刊
到
条
の
三
及
び
第
四
十
到
来
の
九

の
捗
{
疋
山
凶
刈
労
働
者
派
還
に
よ
り
制
時
雇
用

戸

fq捌
け
剥
剖
制
覇

て
も
当
一
矧
労
倒

の
房
用
の
判
別
到
に
い
た
さ
な
支
闘
が
生
じ
て
い
な
カ
つ

今
寸の

制
到
{
疋
を
図
る
た
め
に
は
労
働

る
調
謝
対
あ
づ
て
M

当
該
業
務
に
従

た
と
認
め
ら

し、

や
)
従
輔
さ
ん
切
る
こ
と
が

制
寸
定
め
る
制
刑
務
に

q
w
て
労
働
者
派
週
を

口
に
つ
い
て
は
、

UJ4判

組
刻
刻
け
州
制
岡
ー
内
に
お
ド
て

七



「一一一一一
(
削
る
)

)~ 

を
融
制
れ
日
J

掛
川
村
戊



i i~ 

正

案

(
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
)

府

(
傍
線
部
分
は
修
T

応
部
分
)

索中川

O
高
年
齢
者
等
の
産
婦
の
安
定
等
に
践
す
る
法
律

(
業
務
等
)

第
四
十
二
条

(
路
)

つJ
“
r

、J川
公

(
略
)

U 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
遂
営
の
篠
係

及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八

号
。
以
下

「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
)
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、

労
働
省
令
で

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
に
脇

け
出
て
、
第
一
頃
第
四
口
す
の
業
務
と
し
て
、

そ
の
構
成
員
で
あ
る
高
年
齢
退

職
者
の
み
を
対
象
と
し
て
労
働
者
派
遣
法
第
二
斜
銅
ヨ
口
市
に
規
定
す
る
矧
倒

割
削
剥
割
制
剤
(
以
下

」
と
い
う
。
)
を
行
う
こ
と
、
が
で

キ
C

ザ心。
前
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
剥
派
遣

剰
に
隠
し
て
は
、

労
働
者
派
遣
法
第

6 

一
止
条
第
五
項
、
第
七
条
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
一
二
項
、
第
九
条
、
第
十
条
、

第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
凶
項
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
一
一
頃
第

一
一
一
号
並
び
に
第
五
十
密
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
労
働
者
派
遣

法
の
他
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
労
働
者

と
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
労
働
者
派
遣
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
と
み
な
す
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
中

〈
第
五
条
関
係
)

政

(
業
務
等
)

第
四
十
二
条

(
賂
)

つμ
r

、JA斗
τ

(
略
)

5 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
篠
保

及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
待
(
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八

号
。
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
)
第
五
条
第
一
環
/
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
原

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

厚
生
労
働
大
筏
に
魁

け
出
て
、
第
一
項
第
四
号
の
業
務
と
し
て
、

そ
の
構
成
員
で
あ
る
高
年
齢
退

に
規
定
す
る
i
つ
閥

コ
叫
問
矧
倒

(
以
下

と
い
う
。
)
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

6 

前
項
の
規
定
に
よ
る
汁
倒
労
働
者
派
澄
事
叫
到
に
関
し
て
は
、
労
働
者
派
遺

法
第
五
条
第
五
項
、
第
七
条
、
第
八
条
第
一
一
同
世
及
び
第
三
項
、
第
九
条
、
第

十
条
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
一
二
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第

規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
労
働
者
派
遣
法
の
他
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
労
働
者
派
遣
法
矧
↓
対
銅
剣
対
引
に
規

定
す
る
ベ
捌
盗
事
到
朝

と
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
労
働
者
派
遣

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
と
み
な
す
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、九



開
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
ん
子
匂
は
、
同
士
衣
の
下
四
慨
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

該可労 つ 前

取 を 働者1派、完主ね主

け条略 と項
消取 る第) すの
しり 」 る ま午
の消 と項 者可
日
れさ 事業の

がの; を
で許 戸J〈Zー
き可

当 官守 なを よ

命 J1:労

令 を 働者派
行該のた 略る り条第 六紹定年

の命 つ労事に~ I~ 者 届 十和等齢者
R じ て働業俄労 け五八四に
ら遣 は者所 :a: II'，項号十関等
れ事 な派f章 を者 行ての)六すの
、業

ら 設派遺 お働矧|線定 第年る震
当の なけ う 四法用
該廃 い事業て撃 と iこート律法律の

第
五
条
第
二
項

第
六
条

第
六
条
第
四
号

O 

次
の
表
の
ト
一
欄
に
掲
げ
る
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
中
間
表
の
中
械
に
掲
げ
る

叶
州
問
矧
側
剥

術
商
親
類
を
行
つ
て
は

第;z
11土

同
表
の
下
欄

掲
げ
る
字

句
と
-'-

る

六 六略 i 五
条条~ 条

第 第
山

号項

項又のー う前

規定ロコ ;土許般 け条路 と項
第可労 る第) すの

を 働者派 る許
に十取 と項 者可
より がの を
り条消 i宣 で許 受
4寺第さ事 き可 け
定 -1tl;業なを よ|

当の な ( 鰐「しフ {3 到 よ二第(安高
該廃ら と り条六日召定年
止な す届第十和等齢

命令を Iぃ !「ト日各 ?る け五)¥ IJIJ に者

第第

ιむ
雇
沼

U
J

関
す
る
法
律

十
六
年
法
律

号
)
第
盟
十

項
の
規
定
に

汁
樹
新

を
行
お

中者事
業
所
を
設

命
じ
ら
れ
、

ロコ
日



第
六
条
第
五
号

第
十
四
条
第
一
項
の
規

高
舗
の
許
可
を
取
り
消

さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ

る
場
合
(
田
川
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
許
可
を

取
り
消
ぢ
れ

場
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
第
十
四
条
第
一
一
項

の
規
定
に
よ
り
矧
倒
剥

淵
組
嘱
制
閣
の
廃
止
を
命

じ
ら
れ
た
場
合
(
同
項

第
一
号
の
規
定
に
よ
り

廃
止
を
命
じ
ら
れ
た
場

ハ 1

iF5; 

ペム
削路:
る\~

(
郎
る
)

第
六
条
第
五
号

労
働

第
十
四
条
第
一
壊
の
規

定
に
よ
り
斗
樹
新
倒
剥

淵
溺
親
類
の
許
可
を
取

り
消
さ
れ
た
者
が
法
人

で
あ
る
場
合
(
問
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
許

可
を
取
り
拙
刑
さ
れ
た
相
場

シ
ル
パ
人
材
セ
ン
タ

ー
が
第
十
凶
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
一
般
労

働
制
派
遣
事
業
の
廃
止

を
命
じ
ら
れ
た
場
合
(

間
前
世
第

号
の
規
定
に

よ
り
廃
止
を
命
じ
ら
れ

!1:こ
|場
l合

;長

3コ
周

労
働

止
を
命
じ
ら

t
人
で
あ
る
場
合
(
当

出制

t
ぶ
が
第
一
口

又
は

足
切
引
制

に
該
当
す
る
こ
と
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
場
μ
口

カE



第
六
条

第
六
条

(
略
)

第 i 第
ー」七 ノ¥

号 ーヴロ

( で 届卜 ( 可 労卜
略 あ出陣各 高1j の 1式日[!)JJ乙 略 ?肖
) 

る を
) 

る 取 )
~ 

し
) 

i員派
た

し j事業の室者
カ2
法
人 言午

( 届 ( ( 止 労 ( 命
F降 出【1寄 自U の f動 略 i令) 

を
) 

る 命者
し

) 

令 派
た 遺

事業の

民L

第
六
条
第
六
号

第
六
条
第
七
号

(
略
)

取
消
し
又
は
命
令

(
絡
)国

側J

の
許
可
の
取
消
し
又
は

智
一
判
「
裂
第
一
旦
f

の
止
の

属
出
合
し
た
者
い
か
法
人

同
は
あ
る
洛(路

)

の
廃
止
の
命
令

(
路
)

届
出
を
し
た

臨(路
)



第
十
四
条
第
一
一
頃

第
二
十
六
条
第
四

項第
六
十
…
条
第

、
第
五
条
第
一
一
頃
の
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る

第
五
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け

臨
第
五
条
第
二
項
(
第
十

矧
働
者
派
遣
ぎ
業
の
廃

止
を
、
当
該
矧
働
制
淵

閣
議
制
刑
(
二
以
上
の
事

業
所
を
設
け
て
矧
働
制

刺
激
事
組
問
を
行
う
場
合

に
あ
っ
て
は
、
各
事
業

報
調
。

以
下
こ
の
壌
に

お
い
て
同
じ
。
)

の
関

始
の
当
時
第
六
条
第
凶

口
す
か
ら
第
七
号
ま
で
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
当
該
矧
側
新
制

湖
額
制
剰
の
廃
止
会
、
ム
叩

ず
る
こ
と
、
が
で
き
る

第
五
条
第
二
項
叫
矧
渇

リ第
五
条
第
二
壌
に
規
定

第
十
凶
条
第
一
一
頃

第
二
十
六
条
第
m悶

宅資
「
ト
臨
第
六
十
一
条
第

、
第
五
条
第
一
項
の
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
、
が

で
き
る

第
五
条
第
一
頃
の
許
可

を
受
け

1

第
五
条
第
二
項
(
第
十

国
矧
官
配

1
一

の
廃
止
を
、

当
該
ベ
制

以
上
の
事
業
所
を
設
け

制
問
を
行
う
場
合
に
あ
っ

て
は
、
各
事
業
所
こ
と

の

一

制

労

側

諸

費

調
。
以
下
こ
の
壌
に
お

い
て
同
じ
。
)

の
開
始

の
当
時
第
六
条
第
四
号

か
ら
第
七
号
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

第
五
各
表
第
二
項

i
h
L際「
第
五
条
第
一
一
獲
に
規
定



類

号

丸
木
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。

)
に
規
定
す
る
申
請
書

利
同
第
五
条
第
一
一
一
項
(

第
十
条
第
五
項
に
お
い

て
準
治
す
る
場
合
を
含

む
。
)

に
規
定
す
る
醤

す
る
届
出
妻
、
同
条
第

三
項
に
規
定
す
る
書
類

剰
に
演
し
必
要
な
事
項
は
、

前
二
墳
に
{
疋
め
る
も
の
の
ほ
か
、

7 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

号

丸
木
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。

)
に
規
定
す
る
申
誇
誉

、
第
五
条
第
一
一
一
項
(
第

十
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
)
に
規
定
す
る
書
類

凶

す
る
届
出
書
、

同
条
第

三
項
に
規
定
す
る
書
類

7 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第
工
会
(
の
規
定
に
よ
る
ベ
制
調
剥
淵

調
剰
に
関
し
必
婆
な
事
項
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。



O
肌
州
削
則

修

正

案

こ
の
法
律
は
、

公
布
の
白
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
口
す
に
掲
げ

る
規
定
は
、
当
該
各
口
す
に
定
め
る

B
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
矧
4
斗
」
剰
の
規
定

第
二
条
刻
叶
矧
羽
剰
の
規
定
並
び
に
陀
附
則
銅
叫
斜
カ
ら
刷
用
九
条
ま
対
v

公
布
の
日

割
問
ム
ト
凶
丸
木
、
第
十
」
ハ
バ
司
第
七
計
九
斜
及
び
剣
一
一
利

の
規
定

公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
↓
出
引
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
臼

(
派
遣
労
働
者
の
庭
用
の
安
定
)

(
絡
)

第
二
条

2 

労
働
者
派
遣
の
街
到
の
提
供
を
受
け
る
剥
は
川

そ
の
抱
「
開
閉
命
令
の
下
旬
矧

る
就
業
が
寸
き
な
く
な
る
相
場
合
同
は
、
当
調
派
遣
矧
倒

の
一
一
庭
用
の
対
矧
を

図
る
た
め
、

務
に
従
割
さ

る
た
ぬ
に
当
該
〕
宮
潤
矧
働

出
割
以
到
な
樹
劃
を
調

ば
な
ら
な

政

府

案

(
施
行
期
日
)

知
用
一
冬
用

こ
の
法
律
は
、

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
間
関
内

に
絡
げ

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
徳
行
す
る
。

(
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
)

た
だ
し
、
次
の
各

叫
附
則
銅
刈
須
の
規
定

公
布
の
お

る
規
定
は
、
当
該
各
口
す
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
ベ
斜
及
明
矧
十
弓
剰
の
規
定

の
日
か
ら
起
算
し
て
斗
制
を
越
え
な
い
続
問
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日(
派
遣
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
)

第
二
条

(
略
)

(
新
設
)

公
布

五



(
検
討
)

第
三
条

(
略
)

(
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
の
取
消
し
等
に
関
す
る
経
過
措
霞
)

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
療
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働

中
右
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
線
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備

に
関
す
る
法
律
又
は
第
的
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
官
同
年
齢
者
等
の
一
皮

沼
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
(
刑
制
創
刊
剰
に
お
い
て

「m
山
高
年
齢
者
等
廃

用
安
定
法
」

と
い
h

フ
。
)

の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
、

又
は
届
出
金
百
を

提
出
し
て
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
対
す
る
許
可
の
取
消
ぶ
右

し
く
は
事
業
の
廃
止
の
命
令
又
は
事
業
の
停
止
の
命
令
に
関
し
て
は
、

法
律
の
施
行
前
に
生
じ
た
事
由
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
派
遣
元
事
業
主
の
関
係
派
遣
先
に
対
す
る
労
働
者
派
澄
の
制
限
に
関
す
る

経
過
措
置
)

第
五
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
(
次
条
に
お
い
て

派
宙
開
制
一
と
い
う
。
)
第
二
十
一
一
一
条
第
三
項

及
び
第
二
十
三
条
の
ニ
の
規
定
け
町
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
日

「

μ
初
出
二
j

一
ふ
h
H
M
，
今

4
3

以
下

日
」
、
ど
い
ν

フ
。
)

以
後
に
間
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
同
条
に
規
定
す
る
関

係
派
遣
先
へ
の
派
遣
割
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

こ
の剣

~ 

ノ¥

(
検
討
)

第
三
条

(
絡
)

(
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
の
取
消
し
等
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
凶
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
五
前
の
労
働

者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
篠
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
一

に
関
す
る
法
律
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
高
年
齢
者
等
の

用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
(
附
則
剣
廿
斜
に
お
い
て

「
旧
高
年
齢
者
等
一
雇

用
安
定
法
」

と
い
切
っ
。
)

の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
、

又
は
届
出
蓄
を

提
出
し
て
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
対
す
る
許
可
の
取
消
し
若

し
く
は
事
業
の
廃
止
の
命
令
又
は
事
業
の
停
止
の
命
令
に
関
し
て
は
、

法
律
の
施
行
前
に
生
じ
た
事
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
派
遣
一
冗
事
業
主
の
関
係
派
遣
先
に
対
す
る
労
働
者
派
遣
の
制
限
に
関
す
る

経
過
措
蜜
)

第
五
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
(
次
条
に
お
い
て

道l

派
度
沼
田
」
と
い
う
o

)

第
二
十
一
一
一
条
第
三
項
及
び
第
二
十
一
一
一
条
の
こ

こ
の
法
律
の
路
行
の
日

(
以
下
「
施
行
日
」

、
と
い
F

つ
。
)

の
規
定
は
、

に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
問
問
条
に
規
定
す
る
関
係
派
遣
先
へ
の
派
遣
劉

ム
ロ
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

こ
の新|

以
後



条
の
三
、
第
三
一
第
六
条

十
五
条
の
白
及
び
第
四
十
条
の
九
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
締
結
さ
れ
る
一

(
日
一
一
辰
労
働
者
及
び
隊
職
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
禁
止
に

間
関
す
る
は
枇
過
措
霞
)

第
六
条

労
働
者
派
遣
契
約
に
慕
づ
き
行
わ
れ
る
労
働
者
派
遣
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

~
「
閥
矧
働
者
派
週
一
割
業-
d剖
可
等
に
関

第
七
斜

対
同
よ
る
も
討
の
矧
倒

及
、
ひ
附
則
窮
九
剖
剰
に
お
い
て

と
い
う
。
)
|
矧

一
端
第
一
一
明

」
の
割
に
お
い
て

寸田川ー制剤」

と
い
h

つ
dv

一一

を
剥
け
て
い
る

関

2
条
及
明
日
間
則
樹
東
九
剰
に
お
い
て

員

に
よ
る

吉
正
後
の
労
働
剥
派
遣
出
」

と
い
う
α
)
l
d
矧
到

当
競
…
許
J

刊
を
受
け
た
剥
と
引
な
さ

引
制
は
倒
ぷ
剖
川
可
-
の
一
有
効
期
間
同
は
、

効
期
間
の
劇
相
同
期
間
と

附
則
第

2 

(
日
一
一
庭
労
働
者
及
び
離
職
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
働
者
派
遣
の
禁
止
に

関
す
る
経
過
措
鷺
)

宋
の
一
斗
顎
↓
4
側
、
第
三
十
五
条
の
凶
及

び
第
四
十
条
の
九
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
締
結
さ
れ
る
労
働
者
派
遣
契

約
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
労
働
者
派
遣
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

(
新
設
)

七



α 

「
一
般
労
働
者
派
遣
覇

倒
刑
八
剣

附
則
州
第

ム
疋
の
細
行
の
倒

に
よ
り
交
FF
を
受
け
て

{
労
働
者
派
遣
訂
帯
封
d
-許
可
の
対
本
割
引
由
等
に
関

制
川
九
斜

脈
問
第
一
条
第
二
ロ

タ
渇
に
よ
る
明
正
前
の
高
年
齢

る
法
繍
第
四

等
の
康
用
の
刻
刻
割
に
関

に

よ

り

司

自

寸

劇

尉

十ι

る
場
合
会
)
川
内
己
む
α

)

新
制
叫
雇
用
問
叶
到
沼
矧
同
開

矧
五
割
の
続
沼
に
よ
り

届
け
出
て

f
お
う
と

る
労
働
者
派
殺
事

に
回
出
し
て
は
、

こ
の
法
得
制
組

矧
制
同
州
判
じ
た
事
由
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
d

2 

叫
附
則
銅
川
百

斗
品
、

よ♂コ派:

A 

(
新
設
)

(
新
設
)



遇
制
第

剣
斜
ゴ
口
ち
に
矧
げ
る
規
定
の
樹
伺
問
閥

の
高
明
制
御
者
等
の
一
一
庭
用
の
市
対

に
間
関
す
る
法
倒
製
凶
汁

砲
に
よ
り
届
け
出
で
矧
品
開

剛
刷
消

U州

止
の
制
剣
が
〈
は
官
官
制
m
d出
閉
止
側
斜
令
に
関
し
て

斗
品
、
Y

自
に

q
u
で
出
、

な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

(
高
年
齢
者
等
豆
一
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
)

観
刊
到
明

(
路
)

2 

(
略
)

(
罰
則
則
に
関
す
る
経
過
措
置
)

剣
』
J
鶏

(
略
)

(
政
令
へ
の
委
任
)

(
路
)

五
1
斗
斜

(
建
設
労
働
者
の
一
雇
用
の
改
務
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
)

建
設
労
働
者
の
一
庭
用
の
改
替
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
五
十
一
年

措
置
)
(
仏
両
年
齢
者
等
の
一
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

矧
廿
到
羽

2 

(
略
)

(
略
)

織
川
端 (
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
)

(
略
)

矧
叫

1
1

斜 (
政
令
へ
の
委
任
)

(
略
)

(
建
設
労
働
者
の
一
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
)

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
五
十
二
比
法

JL 



法
律
第
三
十
一
二
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

(
路
)
第
四
十
四
条
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
」

「
第
二
十
三
条
第
一
二
項
及
び
第
五
一
攻
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
六
条
第

一
一
市
官
、
第
三
十
条
第
二
号
、
第
三
十
四
条
の
二
、
第
三
十
五
条
の
凶
、
第
四

十
条
の
丸
、
第
凶
十
八
条
第
一
一
環
/
及
び
第
三
項
並
び
に
い
に
、

「
労
働
者
派

違
法
第
三
十
一
条
」
を
「
労
働
者
派
遣
法
第
一
二
十
条
の
二
第
二
竺

に
改
め
、

同
条
の
表
第
二
十
六
条
第
凶
項
か
ら
第
七
寝
ま
で
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
二

十
九
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
の
二
第
五
項
、
第
m
間
十
一
条
第
一

口
マ
ロ
、
第
四
十
四
条
第
二
項
及
び
第
一
一
一
雨
明
日
、
第
凶
十
五
条
第
六
項
並
び
に
第

四
十
九
条
第
二
項
の
壌
中
「
第
二
十
九
条
」
を

「
第
二
十
九
条
の
二
」

め
、
同
表
第
一
一
十
六
条
第
五
項
の
培
、
/
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(
賂
)

第
四
十
四
条
の
表
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
十
九
条
の
項
中

「
及
、
び
第
三
十
九
条
」
を
つ
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
条
の
六
第
一
一
項
第

四
号1
卜
ド
政
尚
い
岡
阿
閉
め
阪
に
阪
の
よi
円

μ伽
え
る
。

(
削
る
)

(
削
る
)

(
削
る
)

を改

四

C 

律
第
三
十
一
二
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

(
略
)

第
凶
十
四
条
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
」
を

「
第
二
十
一
一
一
条
第
一
一
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
六
条
第

一
項
、
第
三
十
条
第
二
号
、
第
一
二
十
四
条
空
寸
誠
司
封
鎖
雪
劃
ゴ
刻
、

第
一
一
一
十
五
条
の
盟
、
第
四
十
条
の
九
、
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並

び

ヤ
F

」、l
 

「
労
働
者
派
遣
法
第
三
十
一
条
一

を
「
労
働
者
派
遣
法
第
一
二
十

条
の
二
第
一
項
」

に
改
め
、

同
条
の
表
第
二
十
六
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま

で
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
灸
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
の
こ

第
五
市
明
、
第
四
十
一
条
第
一
号
ロ
、
第
m
出
十
凶
条
第
一
一
項
及
び
第
一
一
一
項
、
第

川
出
十
五
条
第
六
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
二
項
の
項
中
「
第
二

γ
九
条
」

「
第
二
十
九
条
の
二
」

に
改
め
、

同
士
次
第
二
十
六
条
第
五
項
の
一
項
目
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

(
略
)

第
四
十
個
条
の
表
第
三
十
m
出
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
十
九
条
の
項
中

「
及
び
第
三
十
九
条
ー
一
安
「
、
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
条
の
六
第
一
項
第

そ
J

の一一履舟

る
同
一
雇
労
働

官
(
日
々
だ
は
三
月
以
内

る
労
働

ど
い
引
「
叶

を



口
駅
〕

同
協
~
円
際
~

(
絡
)

の
う
ち
v

芳
樹
新
制
崩
は

H

叫
引
同
商
矧
側
斜
ベ
同
川

河
同
ゴ
刻
凶
吋
叫
刻
間
引
引

矧
叫
寸
劇
周
引
引
矧
倒
割

引
け
パ
引
『
ぱ
寸
斗
州
場
叫

判
パ
寸
闘
は
「
叶
引
制
覇

剖
剖
廿
叫
当
税
制
属
矧
倒

掛
川
溺
出
掛
扇
刷
観
樹
叫

対
同
聞
記
刻
剖
引
が
引
制
州

制
川
日
制
以
叫
利
引
制
閣
制

剖
リ
寸
劇
剣
寸
組
制
引
制
刑

制
凶
矧
叫
調
樹
叫
寸
川
寸

ぱ

1
4叫
周
用
制
引
別
顧

一
|
口
問
唱
l
i
l
l
i
t
-
-
i
l
i
-
-
l
j

(一睡
l
」

l
円陣
1
1
i
l
i
-
-
↑
」
憾
「
1

1

1

1

1
一

仁路一「
i

(

略「
1
1
1
1
1
1
iト
ド
幡
ド
I
I
l
l
i
-
-
}
一

仁
一
際
ド
1

1

1

-

[

!

j

L

陸
l
i
l
i
-
-
L

(
略
)

絹
川
判
副
斜
建
設
労
働
者
の
一
一
燥
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

矧
叶
↓
川
創
建
設
労
働
者
の
一
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
疋
す
る
c

山



る
」
を
」
糊
期
間
を
定
め

な
い
ー
ガ
一
一
擦
問
問

「
第
三
十
五
条
の
一
二

第
二
項
、
第
三
十
五
条
の
凶
、
第
四
十
条
の
九
」
を
「
第
三
十
五
条
の
三
第

一
項
た
だ
し
圭
一
日
及
び
第
二
項
、
第
三
十
五
条
の
五
、
第
四
十
条
の
十
一

「
第
斗
刊
条
の
二
第

刊
号
」
を
「
第
ヨ
判
明
斜
第
|
「
剖
明
、
」

に
改
め
、

同
条
の
表

第
四
条
第
三
項
の
項
中
「
又
は
第
三
口
万
一

を

「
、
第
三
号
又
は
第
四
号
」

同
表
矧
ゴ
利
対
斜
剣
凶
ー
羽
の
項
中
」
を
剥
け
、

又
は
第
利
」
ハ

改
め
、

環
。コ!

長
に
よ
り
届
出
割
引
幻
提
判
い
て
い
る
旨
」
及
制

「
を
受
問
寸
し
る
旨
」

刻
一
削
り
、

同
表
第
三
十
四
条
第
一
項

第
二
号
、
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
条
の
六
第
一
項
第
四
号
の
項
中
「
第
四

十
条
の
六
第
一
項
第
四

を
「
第
四
十
条
の
六
第
…
項
第
五
ロ
ゴ
に
改
め
、

向
車
芝
府
三
十
五
条
の
三
第
一
項
の
項
を
削
り
、

間
表
第
州
出
十
条
の
六
第
二
項

第
一
口
す
の
寝
中
「
又
は
第
一
二
号
」

を

「
、
第
一
一
一
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
、

間
盟
友
第
四
十
条
の
六
第
一
一
旧

号

「
第
四
十
条
の
六
第
一
項
第
五
号
}

に
改
め
、

を

間
表
第
閲
十
九
条
の

二
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(
路
)

(
港
湾
労
働
法
の
一
部
改
正
)

制
汁
説
刻
刻

港
湾
労
働
法
(
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
)

の
一
部
を
次
の

γ

」、
矧

凶

(
新
設
)

第
凶
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
の
三
第
二
項
、
第
三
十
五
条
の
旬
、
第
四

十
条
の
九
」

を

「
第
三
十
五
条
の
三
第
一
一
頃
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
、
第
一
一
」

判
到
剰
の
印
刷
扇
ゴ
刻
、
第
三
十
五
条
の
玉
、
第
四
ム
条
の
十
」

γ

」、;
 
「
副
叶

に
改
め
、
同
条
の
表
第
四
条
第
三
壌
の
項
中
「
又
は
第
三
口
さ

を
で
信
用
一
一
…

号
又
は
第
四
口
主

に
改
め
、

同
表
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
一
号
、
第
三
十
九

条
及
び
第
四
十
条
の
六
第
一
一
頃
第
四
号
の
項
中
「
第
四
十
条
の
六
第
一
項
第

四
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
一
項
第
五
号
一

に
改
め
、

同
表
第
三
十
五
条

の
三
第
一
項
の
項
中
」
割
引
刊
司
祭
の
司
副
当
|
羽
」

を

「
第
一
コ
パ
ム
司
封
叫
叫

同
士
衣
第
四
十
条
の
六
第
二

一一一口す」

を
「
、
第
三

又
は
第
四
号
」
に
改
め
、
間
表
第
凶
十
条
の
六
第

項
第
山
口
す
の
項
中
「
第
四
十
条
の
六
第
一
項
第
四
号
」

を
「
府
開
畑
山
十
条
の
ム
ハ

第
一
項
第
五
口
す
」

に
改
め
、

開
表
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
項
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

(
路
)

(
港
湾
労
働
法
の
一
部
改
正
)

港
湾
労
働
法
(
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
)

の
一
部
を
次
の



よ
う
に
改
正
す
る
。

(
略
)

第
二
十
三
条
中
で
第
二
十
六
条
第
一
二
項
、
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
」

を

「
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
六
条
第
一
一
一
項
、
第
三

十
四
条
の
二
、
第
三
十
五
条
の
郎
、
第
包
十
条
の
九
、
第
四
十
八
条
第
二
項

及
び
第
三
項
並
び
に
」

に
改
め
、

同
条
の
表
第
二
十
五
条
の
項
中
「
、
次
条

第
一
ニ
項
、
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
」
を
「
か
ら
第
五
沼
ー
ま
で
、
第
二
十
三

条
の
二
、
次
条
第
一
二
項
、
第
一
一
一
十
四
条
の
二
、
第
三
十
五
条
の
四
、
第
四
十

条
の
九
、
第
四
十
八
条
第
一
一
雨
明
及
び
第
一
一
一
項
並
び
に
」

に
改
め
、
開
思
表
第
二

十
八
条
、
第
三
十
一
条
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
か
ら
第
五

十
七
条
ま
で
の
世
世
中
「
、
第
凶
十
九
条
第
…
項
ご
を
削
引
。

よ
う
に
改
正
す
る
。

(
略
)

第
二
十
三
条
中
「
、
第
二
十
六
条
第
三
項
、
第
四
十
八
条
第
二
一
項
及
び
一

を
「
か
ら
第
五
雨
明
ま
で
、

第
二
十
一
一
一
条
の
二
、
第
二
十
六
条
第
三
項
、
第
三

十
四
条
の
二

15鮮
当
刊
到
到
の
一
司
規
コ
項
、
第
三
十
五
条
の
図
、
第
凶
十
条

に
改
め
、

同
条
の
世
次
第

の
九
、
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
一
一
一
項
並
び
に
一

二
十
五
条
の
項
中
「
、
次
条
第
三
項
、
第
四
十
八
条
第
一
一
項
及
び
」

を

凶
条
の
一
一
、

ら
第
五
項
ま
で
、
第
二
十
三
条
の
二
、
次
条
第
三
一
項
、
第
三

第
三
十

に
改
め
、

間
表
第
二
十
八
条
、
第
三
十

八
条
第
二
項
及
、
び
第
三
頃
並
び
に
」

カ〉

一
条
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
、
ひ
第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
七
条
ま
で
の
項

中
「
、
第
四
十
九
除
雪
同
戸
詮
間
内
一
一
同
頃
」
仰
な
に
次
の
よ
う
に
闘
え
る
c

矧
ゴ
汁
刊
真

剣
吋
ヨ
出
矧

斗
吋
明
l

門
的
な
知
識
、

る
労
働

~t
い
ν

ワ
d
1
)

そ
の
封
劇
を
迅
速
カ
つ
的

そ
の
藤
用

る
日
一
履
労
働

{
日
々
が
人
は
二
月
以
内

経
験
吾
川
劃
と
i

引
制
調
割
問

の
う
ち
、
労
働

よ
り
目
一
展
労
働
者
(
日
々

又
は
二
月
以
内
の
嬬
院
を

疋
め
て
一
一
庭
用

る
一
労
働
ギ
制

制
い
っ
d

以
一
判
い
こ
の
羽
に

山



(
略
)

期
叶
』
ベ
刻
淵

港
湾
労
働
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

」

「
矧
働

じ
寸
定
矧
働
者
淵
遣
事
業
」

を

明
」
、

銅

第
二
十
三
条
中
「
第
三
十
五
条
の
一
二
第
二
項
、
第
三
十
五
条
の
問
、
第
四

十
条
の
九
」

ぶ
弟
三
十
五
条
の
三
第
一
環
r

た
だ
し
書
及
び
第
二
項
、
第
一
二

を

十
五
条
の
玉
、
第
四
十
条
の
十
」
に
改
め
、

同
条
の
表
第
m
開
条
第
一
二
項
の
閣
〈

中
「
、
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
又
は
第
二
回
す
か
ら
第
四
則
す
ま
で
」

改

め
、
問
表
第
二
十
五
条
の
項
中
二
弟
一
一
一
十
五
条
の
三
第
二
攻
、
第
三
十
五
条

の
凶
、
第
四
十
条
の
九
」
を

「
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
番
及
び
第

二
項
、
第
三
十
五
条
の
五
、
第
四
十
条
の
十
一

に
改
め
対
照
表
明
司
六
羽
市

(
際
)

四

回

お
い
て
同
じ
O

M

を
従
事

さ
剖
て
も
当
矧
旦
一
庭
労
働

者
叫
湖
沼
な
間
服
用
制
判
明
に

お
そ
判
料

な
い
と
認

W
ら

と
じ
て

告
ー
で
定
め
る
調

務
以
少
の
制
品
川
淵
問
に
つ
い
て

国
、
そ
の
雇
用
す
る
お
嵐

(
新
設
)

港
湾
労
働
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

矧
卦
司
↓
刺
明

第
二
十
三
条
中
「
第
三
十
五
条
の
三
第
二
項
、
第
一
一
一
十
五
条
の
凶
、
第
四

三
項
並
び
に
第
珂
川
市
四
翁
叫
樹
樹

吋
一
を
「
第
一
一
一
十
五
条
の
一
一
一
第
一
項
た
だ
し
警
及
び
第
二
項
可
制
ヨ
叶
沿
刑
判

叫
叫
矧
汁
羽
側
、
第
三
十
五
条
の
五
、
第
四
十
条
の
十

1
剣
叫
刊
川
斜
矧
ゴ
叫
判

別
討
剣
ヨ
項
1
鎖
卦
汁
削
斜
劃
叶
吋
附
刺
鍋
羽
項
刻
討
銅
村
明
州
煽
樹
吋
一

に
改
め
、

問
条
の
表
第
凶
条
第
三
項
の
寝
中
「
、
第
二
号
又
は
第
三
号
」

「
又
は
第
二
口
す
か
ら
第
四
口
す
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
五
条
の
項
中
「
第 を



に
よ
り
届
出
量
百

第
四

H
I
出
!
「
九
立
広
明
〈
凶
り
Y

を
提
出
し
て
り
る
旨
」
|
刻
ぴ

ア
ゼ
受
け
て
い
る
旨
」
を
制
り
、

同
表
第
三
十

五
条
の
三
第
一
項
の
項
を
削
り
、

同
表
第
四
十
条
の
六
第
一
一
喝
ハ
第
一
号
の
項

中
「
、
第
二
号
又
は
第
一
二
口
さ
を
「
又
は
第
二
号
か
ら
第
凶
口
す
ま
で
」
に
改

め
、
向
表
第
四
十
条
の
六
第
一
一
頃
第
四
号
及
び
第
四
十
一
条
第
五
サ
イ
の
項

m
T

「
第
四
十
条
の
六
第

瑠
(
第
凶
口
寸
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
二
唄
第
五
ロ
ザ
」

に
改
め
、

同
表
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(
略
)

(
織
業
安
定
法
等
の
一
部
改
正
)

嬬
刊
廿
糾
明

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
粂
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
労

働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
機
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
」

に
改
め
る
。

了
、
〉
十
四

(
略
)

ー

γ
玉

[漆
τョー

に
対
引
る
対
側
関
副
司
に
関

一
二
十
五
条
の
一
一
一
第
二
項
、
第
一
二
十
五
条
の
回
、
第
閲
十
丸
木
の
九
」
を

二
第
三

十
五
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
、
第
三
十
到
条

η
四
割
刑
二
項
、

第
一
二
十
五
条
の
玉
、
第
四
十
条
の
十
」
に
1
」
劃
刈
吋
斜
ヰ
ハ
副
到
叶
判
オ

制
間
五
ー
ボ
四
条
並
J
m
M
U
附
則
矧
判
明
烈
司
祭
-
六
項
」

に
改
め
、

問
問
表
第
一
二
十
五

条
の
一
一
一
第
一
項
の
夜
中
「
銅
ヨ
引
去
百
五
矧
…
J
明
」
を
「
然
記
十
五
剤
取
叫

向
車
択
第
凶
十
条
の
ふ
ハ
第
一
頃
第
一
口
す
の
項
中
「
、
第

m悶
惜
別

二
号
又
は
第
一
ニ
号
」
を
「
又
は
第
二
口
す
か
ら
第
四
口
す
ま
で
」
に
改
め
、

第
四
十
条
の
六
第
一
一
地
ハ
第
四
号
及
び
第
四
十
一
条
第
一
号
イ
の
項
中
「
第
四

十
条
の
六
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
一
項
第
五
号
」

に
改
め
、

同
表
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
項
安
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(
賂
)

(
職
業
安
定
法
等
の
一
部
改
正
)

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
裳
備
等
に
関
す
る
法
律
」
を

働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
問
問
す

る
法
律
」
に
改
め
る
。

一
1
十
凶

(
略
)

(
新
設
)

[l] 

l 同
三受労



(
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
)

絹
汁
川
剖
潤

(
路
)

ω
 

る

矧
倒
者
派
潰

別
表
第
斗
矧
八
十
一
号
中
ゴ
般
矧
働
者
派
遣
事
業
」
を

事
業
」
に

Er
め
る
。

住|

沼
J
〕

第
二
十
条

{主

る

別
表
第
一
の
六
十
七
の
場
中
寸
J
周
刊
一
ハ
梨
第
一
刻
刻
し
く
は
第
十
九
条
」

四

六

(
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
)

(
賂
)

(
新
設
)

(
新
設
)



(
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
一
一
一
号
)

う
建
設
業
務
労
働
者
就
業
機
会
確
保
事
業
に
関
し
て
は
、
労
働
者
派
遣
法
第

五
条
第
二
嘆
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
送
出
事
業
、
況
が
行

二
章
第
二
節
、
第
二
十
三
条
第
一
二
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
一
一
一
条
の
二
、
第

二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
二
号
、
第
一
一
一
十
凶
条
の
二
、
第
三
十
五
条

の
凶
、
第
凶
十
条
の
九
、
第
四
ト
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十

別
に
つ
い
て
は
、

四
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
労
働
者
派
遣
法
の
他
の
規
定
の
適

雇
用
管
理
資
任
者
を
労
働
者
派
遣
法
第
一
二
十
六
条
に
規
定

す
る
派
遣
一
元
責
任
者
と
、
送
出
事
業
主
合
労
働
者
派
遣
法
第
二
十
一
二
条
第
一

項f
に
規
定
す
る
派
遣
一
冗
事
業
主
と
、
受
入
事
業
主
を
労
働
者
派
遣
法
第
三
十

条
の
こ
第
一
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
と
み
な
す
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

次

の
表
の
上
畑
慨
に
掲
げ
る
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
中
間
表
の
中
棚
酬
に
掲
げ
る
字

均
は
い
i

同
表
の
:
作
同
酬
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

(略
)
j
i

(
削
る
)

(
割
る
)

密各(削
る
)

(
附
則
第
十
三
条
関
係
)

(
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
)

!政

案

府

(
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
の
読
替
え
適
用
等
)

第
閉
十
四
条

第
十
五
条
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

送
出
事
業
、
ま
が
行

う
建
設
業
務
労
働
者
就
業
機
会
確
保
事
業
に
関
し
て
は
、
労
働
者
派
遣
法
第

二
章
第
二
節
、
第
二
十
一
一
一
条
第
一
一
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第

二
十
六
条
第
一
一
頃
、
第
三
十
条
第
二
号
、
第
一
二
十
四
条
の
二
、
第
三
十

条

q
-矧
コ
樹
、
第
三
十
五
条
の
問
問
、
第
四
十
条
の
九
、
第
四
十
八
条
第
二
頃

及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
四
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、

労
働

者
派
遣
法
の
他
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

一
一
庭
用
管
潔
責
任
者
を
労
働
者

派
遣
法
第
一
一
一
十
六
条
に
規
定
す
る
派
遣
一
塁
頁
任
者
と
、
送
出
事
業
主
を
労
働

者
派
遣
法
第
二
十
三
条
第
一
一
頃
に
規
定
す
る
派
遣
元
事
業

と
、
受
入
事
業一

主
を
労
働
者
派
遣
法
第
三
十
条
の
二
第
二
雨
明
日
に
規
定
す
る
派
遣
先
と
み
な

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

次
の
淡
の
上
織
に
掲
げ
る
労
働
者
派
遣
法
の
規

す。定
中
間

(
略
)

の
」
斗

そ
の
雇
用

る
日
圏
矧

そ
の
剖
刑
務
を
羽
山
、

つ

働
者
ベ
日
々
又
は
二
月

以
内
の
期
間
を
沼
i

型寸
をi

雇
用

明
剥
製
顔
付
い
7
ち
、
山
刀

四

七



」
隙
「

障

lv路)

li9 
)~ 

月
以
内
の
期
間
を
福
州を

て
雇
用

い
人
ノ
d

以
下
こ
の
項
に

お
い
て
向
日
l
J
「
ゼ
従

制
す
さ
判
別
て
も
当
該
自
一
雇

労
働
者
の
適
固
な
雇
用

制
瑚
に
が
ん
同
封
刻
d
J引

お
そ

が
な
い
と
認
め

ら叫
難
務
に
つ
似
て
は
、

引
川
川
出
牒
閉
出

る
日
経
労

L
E
I
-
-
jし
!
臨
ド
l
i
l
-
-
(摩



修

五

案

-
建
設
労
働
者
の
一
一
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
一
一
一
十
三
号
)

府

(
{
疋
葬
担
)

貧苦

灸

(
路
)

nノ
臼

f
}
Q
U

(
絡
)

9 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
建
設
業
務
労
働
者
の
就
業
機
会
磯
保
」
と
は
、
世
世

業
主
が
、
自
己
の
期
間
を
定
め
な
川
司
雇
用

る
建
設
業
務
労
働
者
を
、
当

該
雇
用
関
係
の
下
に
、

か
つ
、

他
の
事
業
主
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
、
当
該

他
の
事
業
主
の
た
め
に
建
設
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
、
当
該
他
の

事
業
主
に
対
し
当
一
該
建
設
業
務
労
働
者
を
当
該
他
の
事
業

に
雇
用
さ
せ
る

こ
と
を
約
し
て
す
る
も
の
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

10 

(
略
)

11 

こ
の
法
律
に
お
い
て

「
送
出
労
働
者
」
と
は
、
事
業
主
が
期
間
を
定
め
な

川
ガ
一
庭
用

る
建
設
業
務
労
働
者
で
あ
っ
て
、
建
設
業
務
労
働
者
の
就
業
機

会
確
保
の
対
象
と
な
る
も
の
を
い
う
。

(
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
の
読
替
え
適
用
等
)

第
四
十
四
条

第
十
五
条
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

送
出
事
業
主
が
行

う
建
設
業
務
労
働
者
就
業
機
会
議
保
事
業
に
関
し
て
は
、
労
働
者
派
遣
法
第

二
章
第
二
節
、
第
二
十
一
一
一
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第

二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
、
第
一
二
十
五
条
の
三
第
一
項
た
だ
し

(
附
則
第
十
四
条
関
係
)

(
傍
線
部
分
は
修
疋
部
分
)

案

政

(
定
義
)

第
二
条

(
腕
町
)

っI
H
f

、，oo

(
略
)

こ
の
法
律
に
お
い
て

「
建
設
業
務
労
働
者
の
就
業
機
会
確
保
」

と
は

9 
業
主
が
、
自
己
の
常
時
雇
用

る
建
設
業
務
労
働
者
を
、
当
該
一
一
雇
用
関

下

か
つ
、
他
の
事
業
主
の
指
揮
命
令
合
受
け
て
、
当
該
他
の

た
め
に
建
設
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
、
当
該
他
の
事
業
主
に
対
し

当
該
建
設
業
務
労
働
者
を
当
該
他
の
事
業
主
に
一
一
雇
用
さ
せ
る
こ
と
を
約
し
て

す
る
も
の
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

10 

(
略
)

こ
の
法
律
に
お
い
て

「
送
出
労
働
者
」

11 
建
設
業
務
労
働
者
で
あ
っ
て
、
建
設
業
務
労
働
者
の
就
業
機
会
確
保
の
対
象

と
な
る
も
の
を
い
う
。

(
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
の
読
替
え
適
用
等
)

第
四
十
四
条

第
十
五
条
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
送
出
事
業
主
が
行

う
建
設
業
務
労
働
者
就
業
機
会
臨
時
保
事
業
に
関
し
て
は
、
労
働
者
派
違
法
第

二
章
第
二
節
、
第
二
十
三
条
第
三
一
項
及
び
第
五
攻
、
第
二
十
一
一
一
条
の
二
、
第

二
十
六
会
第
一
項
」
型
コ

4
4剣
ゴ
副
司
、
第
三
十
四
条
の
二
、
第
一
一
一
十
五
条

凶

九

る



牛
革
開
及
び
第
二
項
、
第
一
二
十
五
条
の
瓦
、
第
凶
十
条
の
十
、
第
四
十
八
条
第
一

項
及
び
第
三
項
到
討
吋
第
五
十
m
出
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
労

働
者
派
遣
法
の
他
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
一
雇
用
管
理
責
任
者
を
労
働

者
派
遣
法
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
派
遣
元
責
任
者
と
、
送
出
事
業
主
を
労

業 働
者
派
違
法
第
二
十
三
条
第
一
一
治
〈
に
規
定
す
る
派
遣
一
元
事
業
主
と
、
受
入
事

や
}
労
働
者
派
遣
法
第
一
二
刊
刻
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
と
み
な
す
。

間
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
織
に
掲
げ
る
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
中

同
表
の
下
機
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

項

第
五
条
第
一
項
の
許
可

I~ 

隆(削
る
)

(
賂
)

(
削
る
)

(
削
る
)

睡
ト
路

γ

建
設
労
働
法
第
一
一
一
十
一

条
第
一
項
の
許
可

(
賂
)

(
削
る
)

(
略
)

(削削る〉

五

O

の
一
一
一
第
一
一
地
(
た
だ
し
笠
間
及
び
第
二
項
、
|
第
五
十
羽
剰
の
四
窮
二
項
、
第
一
二
十

五
条
の
五
、
第
四
十
条
の
十
、
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
一
一
一
項

1
第
五
十

四
条
劃
制
吋
降
削
別
銅
到
剖
哨
ぺ
l鳥
羽
第
六
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、

労
働
者
派
遣
法
の
他
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
一
雇
用
管
理
責
任
者
を
労

働
者
派
遣
法
第
一
二
十
六
条
に
規
定
す
る
派
遣
一
冗
責
任
者
と
、
送
出
事
業
主
を

労
働
者
派
遣
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
事
業

と
、
受
入

事
業
主
を
労
働
者
派
遣
法
矯
寸
司
斜
叫
ゴ
銅
寸
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
と
み

欄
に
掲
げ
る
労
働
者
派
遣
法
の

な
す
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の

規
定
中
間
表
の
中
械
に
掲
げ
る
字
句
は
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す

る

レー ド下

「「
ソ

E 

工哀

第
五
条
第
一
一
同
世
の
許
可

建
設
労
働
法
第
三
十
一

を
受
け
、

又
は
第
十
六

条
第
一
項
の
許
可
U
創
出
刃

り
届
出
劃
日
を
捻
出
し
て

ー

l
j
レ世間

し附附)

除
問
J
I
-
-
i
!
I
l
l
i
-
-

矧

寸

制

一

制
斗
副
司

(絡
)
1
1
1
!
}
|
|
i
?
ト
際
)



(
絡
)

(略

)

i

i

矧
叶
吋
判

る
た
め

に
喝
門
的
な
知
識
、
l
出
向

術
又
は
州
問
患
や
}
必
劉
と

叶
引
業
務
の
う
ち
、
労

働
者
派
溜
に
よ
り
口
片
岡
崎

労
働
剥
|
(
日
々
又
は

月
以
内
の
期
間
を
定
め

寸
劇
用
す
る
矧
働
者
を

い
う
。
以
下
ヤ
」
の
明
に

お
い
て
同
じ
叫
J

を
従

制
す
さ
切
で
も
当
山
間
国
一
怒

労
働
ぎ
の
適
正
な
歳
月

お
そ
れ
が
な
い
計
調
同

ら
三一
の
制
問
視
に
つ
い
て
ー
凶
、

そ
の
雇
用

る
日
経
労

lf 

(
路
)

働
者
~
日
々
丸
dJi↓刻
以
寸

寸
(
賂
)

五



五

-
港
湾
労
働
法
(
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
)

(
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
)

(
附
則
第
十
五
条
網
係
)

1思

tま
。コ
特
Wu 
) 

律 i 修

lEl 

告ノト、

AJ警望項 AF
第、係す第法
コ前るる一律
項節部港号(
か、分 i湾(第
ら第に還問jJlJ
第二限送号条
五十る業 iこ第

第
第E勾遣主元い第条かのは二(
ー と法と事も四のら業、十労
ー すのみ業の十二重寺務労三働
主 る規な主と八、五に働条者
条 。定すをし条第項係者 派
中。労、第三まる派港遺

i 問こ働労二十で部遺湾法
表の毛主傍]項玉、分法派の

ヤ臨! の場派者及条第に第遣特
る 中合選派び台二限四元例
法 織に法違第二十る条事)
にお第法三第三。第業

律 掲いこの項一条)ー主 政

げて十他並墳の、項が
府る、三のび 二第第行

字次条規 iこ璽、二一う
2定i 句の第定第了十第一 章号港

li 表ーの五 一第(湾
コご。務規一こ 、の項 i蛮十五十二同労

第、係す第法 表機規に条自条、に者
τ 前るる 律 のにiEつの、第第続派
工夏節部港号 下掲すい規 三二定遺
か、分湾(議 機げるて定第項十す事
ら第に遼同四 にる派はは型、三る業
第一限送号条 掲労遣港適 第条港に
五十る業に第 げ働元湾用言コ第湾問

る者等:派し 十二運し
字派書室遣な:!c凶項送て

(
労
働
者
派
哨

第
二
十
一
一
一
条

港

は
、
労
働
者
派

の
業
務
に
係
る

か
ら
第
五
項
ま

条
の
二
、
第
一

第
三
項
並
び

γ

違
法
の
他
の
規

法
第
二
十
三
条

に
お
い
て
、
次

棚
酬
に
掲
げ
る
字

h
f
路
ド
i
i

第
二
十
五
条



(
削
る
)

(
路
)
(
れ
る
)

項
ま
で
、
第
二
十
三
条

の
二
、
次
条
第
三
攻
、

第
三
十
四
条
の
二
、
第

三
十
五
条
の
問
、
第
四

十
条
の
九
、
第
間
十
八

条
第
二
項
及
び
第
一
二
項

並
び
に
第
五
1
+

凶
条
の

規
定
(
以
下

「
業
務
の

範
濁
等
に
聞
出
す
る
規
定

」
と
い
う
。
)
を
徐
く

。
) (

略
)
(
削
る
)

月
以
内

ω期
間
を
定
め

115 
矧
」
J
国
明

る
た
め

制
叫
割
滅
混
に
よ
り
日
一
緩

労
働
司
ベ
日

l々

却
は

項
ま
で
、
第
二
十
三
条

の
一
一
、
次
条
第
三
一
項
、

第
三
十
凶
条
の
二
1
d
m

二一
4

刑
判
刻
m
の
一
一
副
第
二
理

、
第
三
十
一
止
条
の
四
、

第
四
十
丸
木
の
九
、
第
四

十
八
条
第
二
項
及
び
第

三
項
並
び
に
第
五
十
四

条
の
規
定
(
以
下

務
の
範
阻
等
に
開
国
す
る

規
定
一

と
い
う
。
)
を

民l?その
雇
用

る
日
雇
労

働
者
l
ベ
日
々
又
尚
一
一
月

以
内
の
期
間
を
定
め
て

雇
用
引
る
矧
働
-

を
業

五



(
略
)

(
略
)

i
{
略
)

ら て
一
一
雇
用

い
λ
ノ
d

る
労
働
者
を

以
下
こ
の
調
吋

お
リ
ド
て
同
じ
「
J

を
従

労
働
事
さ
せ
て
も
当
該

B
雇

な
一
一
燥
用

管
理
に

h
h
山
?
で

が
な
い
と
認
め

そ
の
一
雇
用

叫
築
制
問
吋
パ
ィ
川
川
勺
ゅ
ー

る
口
三
厩
労

ト
献
阿
)

五

回

(除ドーー
!
i
l
l
i



@ 

港
湾
労
働
法

l 自習
和

十

年
j去

正;喜
案 I~
号

(
鮒
郎
第
十
六
条
関
係
)

修

(
{
疋
並
斡
)

一条

(
絡
)

四

円
絡
)

港
湾
労
働
者
派
遣
事
業

事
業
主
、
か
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う

(
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣

労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

(
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以

下

「
労
働
者
派
違
法
」
と
い
う
。
)
銅
ニ
条
第
三
号
に
規
定
す
る
矧
倒
割
引

制
謝
斜
剰
を
い
う
。
)

在
い
う
。

(
労
働
者
派
遣
法
の
特
例
)

第
会
一
十
三
条

港
湾
派
遣
元
事
業
主
が
行
う
港
湾
労
働
者
派
遣
事
業
に
関
し
て

は
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
(
問
号
に
規
定
す
る
港
湾
運
送

の
業
務
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
、
第
二
章
第
二
節
、
第
二
十
一
一
一
条
第
三
項

か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
六
条
第
三
項
、
第
三
十
四

条
の
二
、
第
一
二
十
五
条
の
一
二
第
一
頃
た
だ
し
誉
及
び
第
二
頃
、
第
三
十
五
条

の
五
、
第
四
十
条
の
十
、
第
凶
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十

m
出
条
の
規
定
は
遮
用
し
な
い
も
の
と
し
、
労
働
者
派
違
法
の
他
の
規
定
の
適

問
問
に
つ
い
て
は
港
湾
派
遣
一
冗
事
業
主
を
労
働
者
派
遣
法
第
二
十
一
一
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
派
遣
元
事
業
主
と
み
な
オ
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の

案 i

f穿
線
部

iz 
j修
!1E 
l部

j分

正R

府

(
定
義
)

第
二
条

(
略
)

間

(
略
)

五

港
湾
労
働
者
派
遣
事
業

事
業
主
が
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う

寺
{
疋
労
働
者
派
遣
事
端
(
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
疋
な
運
営
の
確
保
及
び

派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

(
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八

号
。
以
下

「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
)
第
ゴ
須
刷
用

号
に
規
定
す
る

特
{
丸
刈
矧
働

派
組
割
奨
学
}
い
う
。
)
を
い
う
。

(
労
働
者
派
遣
法
の
特
例
)

第
二
十
一
二
条

港
湾
派
遣
一
元
事
業
主
が
行
う
港
湾
労
働
者
派
遣
事
業
に
関
し
て
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